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一畑電車の映画
「RAILWAYS」

2010年全国ロードショー

島根県出雲地方の人々の足として活躍
している一畑電車。出雲市出身

の錦織良成監督が「白い船」（2001）「うん、何？ 
UN-NAN」（2008）に続いて島根を舞台にメガホ
ンを取る、一畑電車を題材にした映画「ＲＡＩＬ
ＷＡＹＳ（レイルウェイズ）」の撮影が進んでいる。
　「宍道湖畔を走るシチュエーション、車窓から
見える出雲の田園風景とともに、一畑電車の日本
最古級デハニ 50 形を主人公に映画を撮ってみた
いと思った」（錦織監督）
　都会からＵターンして故郷の島根に帰り、幼い
頃の夢だった一畑電車の運転士になった主人公を
中心に、仕事や夢、家族の絆を描く。
　仕事に追われ家族を顧みることのなかった主人
公・筒井肇役に中井貴一、妻・由紀子役に高島
礼子、娘・倖役に本仮屋ユイカほか。「ＡＬＷＡ
ＹＳ三丁目の夕日」シリーズの阿部秀司がエグゼ
クティブプロデューサーを務める。来年 2010 年
に公開の予定。（配給：松竹）

映画「ＲＡＩＬＷＡＹＳ」の記者会見にて
（出雲市大社町・出雲大社、７月 29 日）

映画「ＲＡＩＬＷＡＹＳ」撮影風景

（左から）錦織良成監督、本仮屋ユイカさん、中井貴一さん、高島礼子さん、
阿部秀司エグゼクティブプロデューサー

錦織良成監督（左）と主人公を演じる中井貴一さん（右）

MINTETSU
NEWS

一畑電車デハニ50形
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みんてつだより

一畑電車の映画「ＲＡＩＬＷＡＹＳ」
基調報告�　　鉄道の未来学

交通ＩＣカードによる
地域おこし、国おこし
●香川大学工学部 安全システム建設工学科 教授　土井健司

連載�　　地方民鉄紀行

関東鉄道［常総線］
連載�　　リレーエッセイ

「吉野行きの電車」
●作家　近藤史恵

連載�　　鉄道と映画

「アイアン・ホース」
●財団法人運輸政策研究機構 会長　羽生次郎

連載�　　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎の世界

湘南
●首都大学東京非常勤講師　藤本一美

「ことでん」の再生と
「ＩｒｕＣａ」によるまちづくり
●高松琴平電気鉄道株式会社 代表取締役 社長　真鍋康彦

特集／交通系ICカードとまちづくり
［ことでん再生と地域活性化の取り組み］

交通系ICカードから
「地域カード」へ進化する
ＩｒｕＣａ
●高松琴平電気鉄道株式会社 経営企画室部長　岡内清弘

●国立大学法人 香川大学 理事・副学長　角田直人
●高松市産業経済部商工労政課 兼都市整備部まちなか再生課 主幹　秋山浩一
●高松丸亀町商店街振興組合 専務理事
  （高松丸亀町まちづくり株式会社 取締役）熊　紀三夫

ＩｒｕＣａとともに、
まちをつくる

パリのレンタサイクル
「ヴェリブ」の効果と課題

第 2 回

TOP INTERVIEW

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立され、71社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、もって国民経
済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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１
．
は
じ
め
に

１
９
９
５
年
の
情
報
革
命
以
来
、
Ｉ
Ｔ
は

新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

生
み
出
し
続
け
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル

の
崩
壊
に
よ
り
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
等
の
「
小
さ

な
慣
性
（
変
化
の
速
さ
）
と
勝
者
独
占
（
一

人
勝
ち
）」
を
特
徴
と
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
な

シ
ス
テ
ム
の
限
界
が
露
呈
し
た
。
そ
う
し
た

教
訓
か
ら
、
人
と
物
の
移
動
を
伴
う
リ
ア
ル

な
世
界
で
の
Ｉ
Ｔ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
々
の
意
識
変
化
を
、

移
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
合
理
的
な
決
済
機
能

が
後
押
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
に
広
く

受
容
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
実
現
し
た
。
そ
の

姿
が
今
日
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
あ
る
。

非
接
触
式
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
利
用
者

の
利
便
性
を
格
段
に
向
上
さ
せ
、
都
市
部
に

お
い
て
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
地
位
を

築
き
つ
つ
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
や
（
株
）
パ
ス
モ
の
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
や
ス

ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
議
会
の
Ｐ
ｉ
Ｔ
ａ

Ｐ
ａ
等
が
先
駆
と
な
り
、
交
通
の
シ
ー
ム
レ

ス
化
を
促
す
だ
け
で
は
な
く
、
決
済
手
段
と

し
て
の
機
能
を
備
え
、
市
民
の
生
活
に
密
着

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
そ
の

活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
、
す
で
に
リ
ア
ル
と

バ
ー
チ
ャ
ル
と
を
つ
な
ぐ
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会

の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
多
機
能
化
や
共
通
化
に
よ
っ

て
、
リ
ア
ル
な
地
域
づ
く
り
に
よ
り
直
結
し

た
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
展
動
向
を
概
観
し
た

上
で
、
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
の

観
点
か
ら
、
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
地
域
づ
く

り
に
果
た
す
べ
き
役
割
と
そ
れ
を
実
現
す
る

上
で
の
課
題
を
示
す
。

２
．
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
展
動
向

本
稿
で
は
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
展
動
向

を
、「
多
機
能
化
」
お
よ
び
「
共
通
化
」
と
い

う
二
つ
の
軸
で
と
ら
え
る
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

「
多
機
能
化
」
と
は
、
交
通
乗
車
券
機
能
お

よ
び
電
子
マ
ネ
ー
機
能
を
有
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
す
る
、
地
域
密

着
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
機
能
（
通
勤
・

通
学
者
、
高
齢
者
、
子
供
等
へ
の
域
内
向
け

機
能
）
や
広
域
サ
ー
ビ
ス
機
能
（
観
光
客
、

ビ
ジ
ネ
ス
客
等
へ
の
域
外
向
け
機
能
）
を
付

加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、「
共
通
化
」

と
は
、
各
地
で
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
他
地
域
に
お
い
て
も
利
用
可
能
（
相
互

利
用
と
片
利
用
の
両
者
を
含
む
）
に
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

（
１
）
大
都
市
部
の
動
向
│
│

　
　

  

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
を
例
と
し
て

以
下
で
は
、
ま
ず
首
都
圏
で
普
及
し
て
い

る
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
を
例
と
し
て
多
機
能
化
と

共
通
化
の
動
向
を
見
る
。
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
は
、

２
０
０
１
年
11
月
の
誕
生
以
来
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ

ａ
カ
ー
ド
の
大
容
量
、
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

い
う
特
徴
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
向

（１）

（２）

香川大学工学部
安全システム建設工学科 教授

土井健司
Kenji DOI
名古屋大学工学部卒業、同大学大学院工学研究科博士課程修了。名古屋大学工学部助手、
東京工業大学工学部講師、同大学情報理工学研究科助教授、フィリピン大学国立交通研
究センター客員教授を経て 2001 年より香川大学工学部教授。専門は社会基盤計画学、
都市計画学、環境政策シミュレーション。土木学会、日本都市計画学会、日本市民安全
学会（理事）、世界交通学会（分科会議長）に所属。近著に『都市のクオリティ・ストッ
ク─土地利用・緑地・交通の戦略 ─』（共編著、鹿島出版会）。

日本に交通 IC カードがはじめて導入されたのは 2001年。
都市部においては既に生活インフラとしての地位を築きつつあり、
地方都市においても、その活用が進められている。
地域カードとしての位置づけを高める「ＩｒｕＣａ」から、
交通ＩＣカードを使った地域活性化の可能性を考察する。

基調報告 31

交通ＩＣカードによる
地域おこし、国おこし
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上
を
図
っ
て
き
た
。
04
年
３
月
の
鉄
道
事
業

以
外
へ
の
電
子
マ
ネ
ー
機
能
の
開
放
、
さ
ら

に
06
年
1
月
の
モ
バ
イ
ル
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
導

入
を
経
て
、多
機
能
化
が
大
き
く
進
展
し
た
。

共
通
化
に
関
し
て
は
、
07
年
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
と
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
と
の
相
互
利
用
に
続
き
、

08
年
に
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
や
Ｊ

Ｒ
東
海
の
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
相
互
利
用
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
今
後
は
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
と
九

州
の
三
つ
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
す
な
わ
ち

西
鉄
の
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
Ｓ
Ｕ

Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
、福
岡
市
交
通
局
の〝
は
や
か
け
ん
〟

の
相
互
利
用
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
図-

１

に
は
、
各
地
で
導
入
さ
れ
て
い
る
交
通
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
と
そ
れ
ら
の
共
通
化
の
動
向
を
示
し

て
い
る
。
併
せ
て
表-

１
に
は
、電
子
マ
ネ
ー

機
能
の
導
入
状
況
を
示
す
。

（
２
）
地
方
都
市
の
動
向
│
│

  　

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
例
と
し
て

四
国
地
方
に
お
い
て
も
高
松
琴
平
電
気
鉄

道
（
株
）
に
よ
る
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
や
、
伊
予

鉄
道
（
株
）
に
よ
る
〝
Ｉ
Ｃ
い
～
カ
ー
ド
〟、

土
佐
電
気
鉄
道
（
株
）
に
よ
る
〝
で
す
か
〟

等
の
発
行
が
相
次
い
で
い
る
。
な
か
で
も
高

松
琴
平
電
気
鉄
道
（
以
下
、
こ
と
で
ん
）
は

05
年
2
月
に
四
国
の
交
通
機
関
と
し
て
初
め

て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
発
行

し
て
電
車
・
バ
ス
の
決
済
カ
ー
ド
と
し
て
発

行
枚
数
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
高

松
市
内
の
中
心
市
街
地
で
商
店
等
に
決
済

端
末
を
設
置
し
て
、
商
店
街
と
の
連
携
に
よ

る
地
域
カ
ー
ド
と
し
て
の
利
用
も
進
ん
で
い

る
。
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

場
所
は
、
高
松
中
央
商
店
街
の
約
２
０
０
店

舗
、
駅
内
外
の
自
動
販
売
機
、
一
部
コ
ン
ビ

ニ
、
栗
林
公
園
・
玉
藻
公
園
や
高
松
市
美
術

館
等
の
観
光
地
、
高
松
市
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、

駐
車
場
と
多
岐
に
わ
た
る
。
08
年
２
月
か
ら

は
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
や
Ｐ
ｉ
Ｔ
ａ
Ｐ
ａ
と
同
様

に
、
買
い
物
へ
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
表
面
上
は
首
都

圏
や
関
西
圏
に
お
け
る
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と

ほ
ぼ
同
じ
展
開
に
見
え
る
が
、
実
質
は
大
き

く
異
な
る
。
ま
ず
、「
共
通
化
」
に
つ
い
て
は
、

他
の
鉄
道
事
業
者
と
の
相
互
利
用
は
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
全
く
進
ん
で
い
な
い
。「
多
機

能
化
」
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
と
同
様

の
電
子
マ
ネ
ー
機
能
を
備
え
て
は
い
る
も
の

の
、
大
都
市
部
の
事
業
展
開
の
よ
う
に
電
子

マ
ネ
ー
加
盟
店
の
拡
大
に
よ
る
収
益
事
業
を

目
的
と
は
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
緩
や
か

な
裾
野
の
拡
大
に
よ
り
、
公
共
交
通
と
中
心

市
街
地
の
商
業
と
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
結
び
地

域
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
交
通
事
業

者
と
し
て
の
存
在
意
義
を
高
め
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
域
カ
ー
ド
を
目
指
す
と
い
う
立
場
か
ら
、

こ
と
で
ん
は
行
政
と
連
携
し
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

を
用
い
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
05
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
06
年
度
よ

り
経
済
産
業
省
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
中

心
市
街
地
の
商
店
に
決
済
端
末
を
設
置
す

る
等
、
商
店
街
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
カ
ー

ド
と
し
て
の
利
用
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

08
年
度
に
は
香
川
大
学
の
職
員
証
、
09
年
度

に
は
学
生
証
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
搭
載
さ
れ
、

ま
す
ま
す
地
域
カ
ー
ド
と
し
て
の
機
能
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
本
年
の
10
月
か
ら
は
高
松

市
役
所
の
職
員
証
に
も
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
搭
載

さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
特
に
大
学
学
生
証
へ

の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
導
入
に
注
目
し
、
地
域
づ

く
り
の
観
点
か
ら
そ
の
意
味
を
述
べ
る
。

（
３
）
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ︲

Ｉ
Ｄ
を
も
つ

　
　

 

若
者
が
街
へ
、
リ
ア
ル
な
世
界
へ

今
日
、
多
く
の
学
生
は
街
＝
リ
ア
ル
な
世

界
と
切
り
離
さ
れ
た
生
活
を
送
り
、
異
世
代

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
と
す
る

学
生
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
香
川
大
学
で
は
高
松
中
央
商
店
街
の
南

部
地
域
に
お
い
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
た
め
、
こ
と
で
ん
や
高
松
市
と
連

携
し
08
年
度
よ
り
経
済
産
業
省
の
支
援
に
よ

る
「
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
支

援
型
多
世
代
交
流
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
開

始
し
た
。
本
事
業
は
、
ま
ず
、
学
生
証
に
Ｆ

ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
ポ
ケ
ッ
ト
を
備
え
た
多
機
能
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
搭
載
し
た
Ｉ
Ｃ
学
生
証（
以
下
、

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ-

Ｉ
Ｄ
）
を
発
行
し
、
学
生
の

中
心
市
街
地
へ
の
来
街
意
識
を
高
め
る
こ
と

（３）

（３）
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表 -1　電子マネー機能の導入状況

図 -1 交通ＩＣカードの導入および共通化の動向

Kitaca
JR北海道

2008.10.25～

Suica
JR東日本他
2001.11.18～

PASMO
関東各社局
2007.3.18～

TOICA
JR東海

2006.11.25～

PiTaPa
関西他各社局
2004.8.1～

ICOCA
JR西日本
2003.11.1～

PASPY
広島地区各社局
2008.11.26～

SUGOCA
JR九州

2009.3.1～

nimoca
西日本鉄道
2008.5.18～

はやかけん
福岡市交通局
2009.3.7～

い～カード
伊予鉄道

2005.8.23～

IruCa
高松琴平電気鉄道
2005.2.2～

ですか
高知地区各社局
2009.1.25～

サイバネ規格同士の
共通化が進んでいる。

デファクトスタンダード
であるSuicaが広域的
に共通化を進めている。

四国地方においては、
規格が異なるために
共通化されていない。

将来の共通化を想定
すべきか、地域カー
ドとして独自の存在
感を示すべきか？

2010～
枠内相互利用

サイバネ規格

非サイバネ規格

鉄道系ICカードの共通化状況

2006.1.21～
2008.3.29～ 2008.3.29～
2010～

2010～

2010～ 2007.
3.18～

2009.
3.14～

2004.8.1～
2008.3.18～

2008.3.18～（片利用）

交通・電子マネーとも相互利用可能
交通のみ相互利用可能
予定

 　　　　カード名（事業者） 電子マネーの有無 　　  開始時期
 Suica ( 東日本旅客鉄道㈱ ) 有 2004 年 3月 22日
 PiTaPa( スルッとKANSAI 協議会 ) 有 2004 年 10月 1日
 ICOCA( 西日本旅客鉄道㈱ ) 有 2005 年 10月 1日
 PASMO( ㈱パスモ ) 有 2007 年 3月 18日
 nimoca（西日本鉄道㈱） 有 2008 年 5月 18日
 Kitaca（北海道旅客鉄道㈱） 有 2009 年 3月 14日
 SUGOCA（九州旅客鉄道㈱） 有 2009 年 3月 1日
 TOICA( 東海旅客鉄道㈱ ) なし 
 はやかけん (福岡市交通局 ) なし 
 PASPY( 広島電鉄㈱等 ) なし 
 Nice Pass( 遠州鉄道㈱ ) なし 
 LuLuCa( 静岡鉄道㈱ ) なし 
 ICa( 北陸鉄道㈱ ) なし 
 Hareca( 岡山電気軌道㈱ ) なし 
 IruCa( 高松琴平電気鉄道㈱ ) 有 2006 年 11月 1日
 IC い～カード (伊予鉄道㈱ ) 有 2006 年 9月 1日
 ですか ( 土佐電気鉄道㈱等 ) なし (2011 年導入予定 )

首都圏
関西圏

地方都市
（大）

地方都市
（小）
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を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し

て
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ-

Ｉ
Ｄ
で
利
用
管
理
が
な

さ
れ
る
交
流
拠
点
「
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
」
を

開
設
し
、
①
大
学
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

実
践
的
人
材
育
成
②
学
生
と
商
店
・
企
業
経

営
者
と
の
交
流
③
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
利
用
履
歴

か
ら
分
析
さ
れ
る
消
費
行
動
を
も
と
に
し
た
、

商
店
主
対
象
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
義
「
商

都
再
生
塾
」
等
の
活
動
を
企
画
し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
評
価
は
早
計
で
は
あ
る
が
、
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ-

Ｉ
Ｄ
の
導
入
と
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ

ザ
の
開
設
を
契
機
と
し
て
大
学
が
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
た
こ
と

に
よ
り
、
学
生
が
地
域
に
強
い
関
心
・
愛
着

心
を
抱
き
始
め
た
。
地
域
住
民
、
商
店
、
企

業
等
と
触
れ
合
う
街
な
か
で
の
授
業
を
通
じ

て
、
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

も
向
上
が
見
ら
れ
る
。
世
代
を
超
え
た
連
帯

感
も
芽
生
え
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き

こ
そ
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
リ
ア
ル
な
地
域
づ

く
り
の
第
一
歩
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

３
．
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

　
　

促
進
す
る
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

近
年
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
す
る
地
域
間
競

争
に
お
け
る
優
位
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
、

地
域
そ
の
も
の
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
対
象
と

と
ら
え
る
新
た
な
地
域
戦
略
が
重
視
さ
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
地
方
部
の
中
小
都
市
の
存

続
の
鍵
は
、
地
理
的
な
辺
境
性
を
優
位
性
に

変
え
る
戦
略
で
あ
る
。
そ
の
論
理
を
生
み
出

す
も
の
が
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
科
学
の
大
家
Ｐ
・
コ
ト
ラ
ー
が
発

案
し
た
も
の
で
あ
り
、一
般
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
販
売
量
増
加
に
よ
る
企
業
利
益
の
増

大
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、
プ
レ
イ
ス
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
地
域
の
経
済
的
活
性
化

に
と
ど
ま
ら
ず
住
民
の
生
活
文
化
に
対
す
る

満
足
度
や
Ｑ
ｏ
Ｌ
の
向
上
を
視
野
に
置
く
。

こ
の
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
に

従
え
ば
、
地
域
づ
く
り
の
戦
略
は
、
①
第
一

段
階
：
イ
メ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
地

域
資
源
の
精
査
に
基
づ
き
強
力
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
こ

と
）
②
第
二
段
階
：
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
（
地
域
の
魅
力
を
対
外
的
に
発

信
し
、
新
規
の
住
民
・
企
業
・
観
光
客
等
を

呼
び
込
む
こ
と
）
③
第
三
段
階
：
イ
ン
フ
ラ
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
交
通
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
教
育
等
に
関
連
し
た
既
存
イ
ン
フ

ラ
の
活
用
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
投
資
の
機

会
を
生
む
こ
と
）
④
第
四
段
階
：
ピ
ー
プ

ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
人
的
資
本
の
集
積

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
っ
て
知
識
立
脚
型

の
経
済
発
展
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
む
こ
と
）
と

い
う
四
つ
の
段
階
的
戦
略
と
し
て
説
明
さ
れ

る
。以

上
の
四
つ
の
段
階
に
照
ら
す
と
き
、
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
カ
ー
ド
の
成
功
の
秘
訣
は
、
ま
ず

当
初
か
ら
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
＝
地
域
カ
ー
ド
と
い

う
構
図
を
念
頭
に
置
き
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
シ

ン
ボ
ル
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
共
通

化
に
よ
る
利
用
者
確
保
（
囲
い
込
み
）
を
追

求
す
る
大
都
市
部
の
カ
ー
ド
戦
略
と
の
大
き

な
違
い
で
あ
る
。
経
営
破
綻
を
経
験
し
た
こ

と
で
ん
が
、「
こ
と
で
ん
が
要
か
不
要
か
（
い

る
か
い
ら
な
い
か
）」
を
地
域
社
会
に
問
い
か

け
た
イ
ル
カ
（
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
）
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
は
、
地
域
社
会
と
公
共
交
通
の
一

体
性
を
訴
求
す
る
言
葉
の
力
が
あ
る
。
ま
た
、

商
店
街
や
街
な
か
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
と
直

結
し
た
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
普
及
は
、
お
の
ず
と

中
心
市
街
地
の
魅
力
を
対
外
的
に
発
信
し
、

新
た
な
来
街
者
や
都
心
居
住
者
の
増
加
、
す

な
わ
ち
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
寄
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

が
公
共
交
通
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
と
商
店
街
や

大
学
等
の
地
域
資
産
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ

り
、
第
三
段
階
の
イ
ン
フ
ラ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
、
多
様
な
人
材
、

特
に
知
識
層
を
呼
び
込
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
促
す
第
四
段
階
の
ピ
ー
プ
ル
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
も
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
成
功
例
は
、
地
方
都
市
に

お
け
る
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
地
域
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、
マ
ス
で
は
な
く
個
と
し

て
利
用
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
地
域
の
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
活

用
・
統
合
化
等
を
促
す
牽
引
役
と
し
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

４
．
お
わ
り
に

　
　

 

―
今
後
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
戦
略
へ
の
期
待
―

地
域
経
済
の
活
性
化
や
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
安
心
・

安
全
の
確
保
等
に
お
い
て
、
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
活
用
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
こ
う
し
た

ロ
ー
カ
ル
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
グ
ロ
ー
バ

ル
な
国
際
展
開
を
考
え
る
上
で
は
、「
多
機
能

化
」
と
「
共
通
化
」
と
を
独
立
な
軸
と
考
え

る
の
で
は
な
く
、
両
者
を
統
合
し
た
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
と
な
る
。
大
都
市
部
か
ら
は
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
的
進
化
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

鉄
道
事
業
者
間
の
相
互
利
用
を
急
が
な
か
っ

た
四
国
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
こ
そ
、
そ
の

手
が
か
り
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

四
国
に
お
い
て
は
、
香
川
県
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
が
サ
イ
バ
ネ
規
格
を
採
用
し
た
の
に
対
し
、

愛
媛
県
の
〝
Ｉ
Ｃ
い
～
カ
ー
ド
〟、
高
知
県

の
〝
で
す
か
〟 

が
非
サ
イ
バ
ネ
規
格
を
採
用

し
た
こ
と
に
よ
り
、
鉄
道
事
業
者
の
立
場
か

ら
は
四
国
共
通
カ
ー
ド
の
実
現
は
難
し
い
状

況
に
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
や
県
の
単
位
を

越
え
道
州
制
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
る
中
、地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
は
ぐ
く
む
典
型
的
な
分
野
、
例
え
ば
環
境
、

観
光
、
高
齢
者
福
祉
、
子
育
て
等
の
分
野
で

は
共
通
利
用
の
実
現
が
望
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
広
域
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
実
現
の
た

め
に
は
、ま
ず
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
機
能
（
高

齢
者
福
祉
や
子
育
て
）
と
広
域
サ
ー
ビ
ス
機

能
（
環
境
や
観
光
）
の
両
面
で
の
多
機
能
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
各
々
の
カ
ー
ド
の

存
在
意
義
と
連
携
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
同
時
に

高
め
、
そ
の
後
に
地
域
間
で
の
共
通
化
を
高

次
元
で
実
現
す
る
と
い
う
段
階
的
な
シ
ナ
リ

オ
が
有
効
で
あ
ろ
う
。図-

２
に
示
す
よ
う
に
、

（４）

（５）
（６）

（７）

※
１

※
２
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散
発
的
な
が
ら
四
国
内
の
交
通

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
は
上
記
の
典
型

分
野
で
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
す

で
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
機
能

を
相
互
補
完
す
る
と
い
う
共
通

化
の
か
た
ち
が
展
望
さ
れ
る
。

そ
の
際
の
共
通
化
の
推
進
方

法
に
つ
い
て
は
、
交
通
系
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ド
を
活
用
す

る
方
法
と
、
新
規
の
共
通
カ
ー

ド
を
発
行
す
る
方
法
と
が
考
え

ら
れ
る
。
前
者
は
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
等
の
既
存

利
用
者
が
多
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

カ
ー
ド
を
活
用
し
、
四
国
へ
の

国
内
外
の
旅
行
者
や
転
入
者

が
利
用
し
や
す
い
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
環
境
整
備
を
進
め
る
も

の
で
あ
る
。
後
者
は
、
各
地
域

の
カ
ー
ド
と
の
置
換
が
可
能
な

新
規
カ
ー
ド
を
四
国
共
通
カ
ー

ド
と
し
て
発
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
・
業

種
が
連
携
し
て
パ
イ
を
増
や
す
協
創
志
向
の

カ
ー
ド
と
し
て
育
て
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
は
二
つ
の
道
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
つ
は
、２
．の
事
例
で
取
り
上
げ

た
香
川
大
学
学
生
証
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る

Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
ポ
ケ
ッ
ト
を
用
い
、
各
地
域

カ
ー
ド
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
共
通
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
改
札
等
の
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
は
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

た
だ
し
、
カ
ー
ド
の
発
行
費
と
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
の
手
数
料
を
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ

ポ
ケ
ッ
ト
運
用
事
業
者
に
支
払
う
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
道
が
、
海
外
で

普
及
し
て
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ
等
の
Ｔ
ｙ
ｐ

ｅ-

Ａ
規
格
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
ド
の

採
用
で
あ
る
。
現
在
、
香
川
大
学
で
は
既
存

の
磁
気
カ
ー
ド
イ
ン
フ
ラ
が
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
生
証
に
は
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
と
磁

気
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
ド
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
に
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
と

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ
等
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
を
行

い
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ

等
に
搭
載
し
、
独
自
に
運
営
す
る
こ
と
等
も

選
択
肢
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
特
に
、
昨
今

は
非
接
触
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
国
際
規
格
で
あ
る

Ｎ
Ｆ
Ｃ
対
応
が
進
み
、
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
お
よ

び
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ
が
利
用
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

の
チ
ッ
プ
の
価
格
も
安
価
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
可
能
性
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
よ
っ
て
Ｆ

ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
の
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
も
利
用
で

き
、
か
つ
独
自
の
運
用
に
よ
り
手
数
料
の
圧

縮
も
期
待
で
き
る
。

限
ら
れ
た
パ
イ
の
中
で
利
用
者
の
囲
い
込

み
に
血
道
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
づ

く
り
、
国
づ
く
り
の
視
点
か
ら
全
体
知
を
動

員
し
、
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
効

果
的
に
実
践
す
る
た
め
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
活
用
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
視
点
が
な
け
れ

ば
、
特
定
の
規
格
に
過
度
に
依
存
し
た
わ
が

国
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
戦
略
は
ま
さ
に
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
化
の
道
を
た
ど
る
と
危
惧
さ
れ
る
。

※
３

※
４
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※１　ＩＣい～カード（愛媛県）
愛媛県において、2005 年 8 月から電車・バス・
タクシーでの運賃支払いサービスとして導入
された “ ＩＣい～カード ” も IruCa と同様に
電子マネー機能を有し、一部の百貨店・コン
ビニ・レジャー施設・自動販売機で利用可能
である。おサイフケータイ機能を使ったモバ
イル版が存在する点や、プリペイド方式、ポ
ストペイ方式の両カードから選択できる点が、
IruCa とは異なる。多機能化の事例としては、
サッカーチーム「愛媛 FC」のファンクラブ会
員証と一体化した “ 愛媛 FC い～カード ” が発
行されている。通常の “ ＩＣい～カード ” の
機能に加え、入場料の支払い・入場料割引・グッ
ズ割引・プレゼント抽選券としての機能を有
する。また、松山市のモビリティマネジメン
ト施策として “ もぐじぃＩＣカード ” が発行
されており、通常の “ ＩＣい～カード ” の機
能に加え、利用者のモーダルシフトに対して
エコポイント ( 商店街クーポン券や駐輪用無
料券、エコグッズ、植樹への寄付に還元 ) を
付与する機能を有している。

※２　ですか（高知県）
高知県における交通ＩＣカード “ ですか ” は、
2009 年 1 月にサービスが開始され、電車・
バスの運賃支払いに利用できる。電子マネー
機 能 は 2011 年 に 導 入 予 定 で あ る。“ で す
か ” を利用した電車・バスの乗車距離に応じ
て CO2 排出量削減効果を計算し、二酸化炭素
1kg あたり 1 エコポイントとして積算した数
値がウェブ上で確認でき、地球環境への貢献
度を可視化する機能を有する。また、蓄積し
たエコポイントに応じて、高知県地球温暖化
防止県民会議を通じて植林等の CO2 削減活動
を行うエコポイント制度導入を検討している。
これはカード所有者 ( 企業、団体等 ) の名前
で行えるため、企業の CSR として対外的に発
信することが可能である。

※３　ＭＩＦＡＲＥ
国際規格「ISO1443（RFID） Type A」に基づ
いた技術。世界でもっとも多く採用されてい
るといわれている。

※４　ＮＦＣ
非接触型識別技術と相互接続技術を組み合わ
せた短距離無線通信規格。2003 年 12 月に

「ISO/IEC IS 18092」として国際標準となった。

■参考文献
（1）  長谷川孝明：WYSIWYAS ナビゲーショ

ン環境の実現─リアルワールドのＩＴの
意味─、電子情報通信学会技術研究報告
ITS2008-30（2008-12）

（2） 経済産業省四国経済産業局：地域ＩＣ
カード ( 鉄道系 ) の市場動向調査報告書、
2009 年。

（3） 高橋恵一・土井健司・豊嶋以長：地域Ｉ
Ｃカードの利用実態と市場動向－ガラパ
ゴス化する四国のＩＣカード、Vol.39、 
4p、 2008 年。

（4） Kotler, P.: Principles of Marketing、 
Prentice Hall、 1990。

（5） 土井健司・杉山郁夫・砂川尊範：プレイス・
マーケティングに基づく都市圏の顔づ
くり、土木計画学研究・講演集 Vol.36、 
CD-ROM 4p、 2007 年。

（6） 土井健司・中西仁美・杉山郁夫：広域ブ
ロック再生へのプレイス • マーケティン
グの適用性：オーレスン地域を例とし
て、 土 木 学 会 論 文 集 Ｄ、 Vol.63、 No.4、 
pp.536-552、 2007 年。

（7） ＩＣ乗車券等国際相互利用促進方策検討
委員会：ＩＣ乗車券の国際相互利用促進
方策について ( 最終報告 )、pp.20 -27、
2008 年。

乗車距離に応じたCO2 排出量削減効果をエコポイントとして積算し、ウェブ上で地球環境への
貢献度を可視化できるほか、蓄積したエコポイントを植林などCO2 削減活動に還元できるエコ
ポイント制度の導入を検討している。

ですか（土佐電気鉄道（株）） エコアクションカード

県内約50カ所を巡る「てくてくスタンプラリー」によって得たポイントでプレゼントの抽選が
できるほか、「てくてくクーポン」参加店舗・施設でカードをかざしてさまざまなサービスが受
けられる。

てくてくカード（香川県観光交流局） 周遊アイランドカード

サッカーチーム「愛媛 FC」のファンクラブ会員証と一体化した「愛媛 FCい～カード」が発行
されている。通常の ICい～カードの機能に加え、入場料の支払い・入場料割引・グッズ割引・
プレゼント抽選券としての機能を有する。

ICい～カード（伊予鉄道（株）） スポーツファンカード

生まれる前の診療歴から現在の健康状態までを一元的に把握する
「生涯健康医療電子記録」の個人認証に、Felica ポケット機能つきIruCaを用いる。

ＩｒｕＣａ（高松琴平電気鉄道（株）） ヘルス・メディカルカード

図 -2　四国の交通ＩＣカードに内蔵されたサービス機能の一例
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高
松
琴
平
電
気
鉄
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役 

社
長

真
鍋 

康
彦

Yasuhiko M
A

N
A

BE

香
川
県
に
３
つ
の
路
線
を
持
つ
高
松
琴
平
電
気
鉄
道
（
こ
と
で
ん
）。

子
会
社
へ
の
債
務
保
証
が
原
因
で
経
営
難
に
陥
り
、

平
成
13
年
12
月
、
民
事
再
生
法
適
用
を
申
請
し
た
。

「
こ
と
で
ん
は
い
る
か
、
い
ら
な
い
か
」

厳
し
い
批
判
が
飛
び
交
う
議
論
を
経
て
、
事
業
再
生
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
ん
は
、

平
成
18
年
３
月
、
全
国
初
の
民
間
に
よ
る
鉄
道
再
生
を
果
た
し
た
。

そ
し
て
現
在
―
―
こ
と
で
ん
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
を
使
い
、

地
域
と
と
も
に
、
ま
ち
の
活
性
化
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
。

こ
と
で
ん
再
建
を
果
た
し
、
次
な
る
使
命
に
取
り
組
む

真
鍋
康
彦
代
表
取
締
役
社
長
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

文
◉
茶
木
　
環（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　
撮
影
◉
織
本
知
之

TOP INTERVIEW
特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]
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全
国
初
の
民
間
に
よ
る
鉄
道
再
生

―
―
ま
ず
初
め
に
、
こ
と
で
ん
経
営
破
綻
と

再
生
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
お
話
を

う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
鍋　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
地
方
の
鉄
道
は

極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。

車
社
会
の
発
達
と
少
子
化
に
よ
る
人
口
減

少
、
高
齢
化
に
よ
り
、
利
用
客
が
減
少
し
続

け
て
お
り
、
こ
の
30
年
間
で
鉄
道
の
利
用
者

は
半
分
、
バ
ス
は
10
分
の
1
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
と
で
ん
破
綻
の
直
接
的
な
要
因

は
、
平
成
13
年
1
月
、
こ
と
で
ん
が
経
営
し

て
い
た
百
貨
店
コ
ト
デ
ン
そ
ご
う
の
破
綻
で

す
。
鉄
道
事
業
を
安
定
的
な
も
の
と
す
る
た

め
に
設
立
し
た
コ
ト
デ
ン
そ
ご
う
で
し
た
が
、

逆
に
本
体
を
潰
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
12

月
7
日
に
本
体
で
あ
る
こ
と
で
ん
と
コ
ト
デ
ン

バ
ス
が
民
事
再
生
法
の
適
用
を
申
請
し
、
事

実
上
の
倒
産
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再

生
計
画
の
確
定
を
経
て
、
平
成
14
年
8
月
8

日
、
新
生
こ
と
で
ん
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

―
―
こ
と
で
ん
は
、
民
間
に
よ
る
鉄
道
再
生

と
い
う
非
常
に
め
ず
ら
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。

真
鍋　

民
間
に
よ
る
鉄
道
再
生
は
全
国
初
の

ケ
ー
ス
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
れ
ま
で
、
破
綻

し
た
地
方
鉄
道
は
廃
線
か
、
第
３
セ
ク
タ
ー

い
わ
ゆ
る
公
に
よ
る
再
生
の
ど
ち
ら
か
で
し

た
。
利
用
者
減
が
続
く
時
代
に
公
の
支
援
な

く
し
て
再
生
の
可
能
性
は
な
い
、
民
間
で
の

鉄
道
再
生
は
絶
対
不
可
能
だ
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
香
川
県
の
見

解
は
「
第
３
セ
ク
タ
ー
で
成
功
し
て
い
る
鉄

道
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」。
民
間
に
よ
る
再
生
、

た
だ
し
「
抜
本
的
な
経
営
改
革
が
必
要
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

―
―
世
間
の
風
評
も
厳
し
か
っ
た
と
か
。

真
鍋　

批
判
の
渦
で
し
た
。
当
時
の
県
下
全

自
治
体
９
市
36
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
残

し
た
方
が
い
い
」
と
い
う
回
答
は
わ
ず
か
８

件
。
沿
線
１
市
８
町
で
さ
え
、
２
町
は
「
い

ら
な
い
」と
い
う
答
え
で
し
た
。
行
政
支
援
も
、

抜
本
的
な
経
営
改
革
な
ど
支
援
の
条
件
が
示

さ
れ
、
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
の
時

点
で
支
援
を
打
ち
切
る
と
い
う
非
常
に
厳
し

い
も
の
で
し
た
。

―
―
前
途
多
難
な
中
で
の
社
長
就
任
だ
っ
た

わ
け
で
す
ね
。

真
鍋　

香
川
県
知
事
か
ら
社
長
就
任
の
要
請

が
あ
る
ま
で
、
地
元
経
済
人
の
一
員
と
し
て

こ
と
で
ん
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
は
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
し
た
。
私
に
お

話
が
あ
っ
た
の
は
、
香
川
日
産
自
動
車
社
長

と
し
て
の
経
験
と
香
川
経
済
同
友
会
代
表
幹

事
や
香
川
県
経
営
者
協
会
会
長
な
ど
を
務
め

た
県
内
経
済
界
で
の
実
績
を
、
こ
と
で
ん
再

建
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

要
請
を
受
け
て
か
ら
、
職
場
見
学
や
幹
部

社
員
の
面
接
な
ど
を
通
じ
、
社
員
の
考
え
を

見
聞
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
得
た
こ
と
で
ん
の

印
象
は
、
非
常
に
真
面
目
で
能
力
が
あ
る
集

団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
、
自
ら
考

え
て
行
動
す
る
風
土
が
な
い
、
組
合
主
導
の

古
い
体
質
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
社

員
の
意
識
を
１
８
０
度
転
換
で
き
る
か
ど
う

か
が
改
革
の
キ
ー
だ
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
再

生
で
き
る
と
確
信
し
、
社
長
就
任
を
受
諾
し

ま
し
た
。

―
―
な
ぜ｢

こ
と
で
ん
は
い
ら
な
い｣

と
ま

で
言
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

真
鍋　
「
経
営
、
従
業
員
が
で
た
ら
め
」「
乗
せ

て
や
っ
て
い
る
と
い
う
態
度
」「
笑
顔
が
な
い
」

「
電
車
や
駅
施
設
が
汚
い
」、
要
す
る
に
徹
底

し
て
サ
ー
ビ
ス
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
電

車
は
残
し
た
い
が
、
こ
と
で
ん
は
い
ら
な
い
」

と
い
う
の
が
本
音
で
、
県
民
は
非
常
に
強
い

こ
と
で
ん
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
、
こ
と
で
ん
は
時
代
の

変
化
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。
一
般
の
会

社
で
は
当
た
り
前
の
、
企
業
主
導
か
ら
お
客

さ
ま
主
導
へ
の
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

経
営
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
車
社
会
へ
の
危
機
意
識
が

薄
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
が
整
備

さ
れ
、
郊
外
に
ど
ん
ど
ん
家
が
建
ち
、
住
民

の
生
活
が
駅
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
離
れ
て
い

く
。
車
社
会
の
進
展
と
地
方
行
政
の
方
向
性

を
見
据
え
て
「
車
が
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
」
と

い
う
認
識
の
下
で
経
営
の
舵
取
り
を
す
べ
き

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
や
が

て
到
来
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
時
代
に
も
対
応
で

き
ず
、
お
客
さ
ま
第
一
主
義
の
精
神
が
欠
落

し
て
い
ま
し
た
。
30
年
前
と
ま
っ
た
く
同
じ

経
営
、
そ
う
し
た
旧
態
依
然
の
経
営
ぶ
り
が
、

利
用
客
の
信
頼
を
失
い
、
こ
と
で
ん
と
い
う

企
業
へ
の
不
信
感
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の

で
す
。

琴
電
琴
平

岡
本畑

田滝
宮岡

田

一
宮

仏
生
山

琴
電
屋
島

沖
松
島

八
栗
新
道

八
栗

琴
電
志
度

栗林公園

瓦町

長尾

平木

池戸

水田

高松築港

ことでん路線図

琴平線

長尾線

志度線

琴平線がイエロー、長尾線がグリーン、志度線がレッドと路線ごとに
イメージカラーを制定している。

特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]
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過
去
を
猛
省
し
て
つ
く
っ
た
１
０
０
計
画

―
―
そ
こ
で
策
定
さ
れ
た
の
が
「
こ
と
で
ん

１
０
０
（
イ
チ
マ
ル
マ
ル
）
計
画
」
で
す
か
。

真
鍋　

私
が
平
成
14
年
３
月
に
顧
問
に
就

任
し
た
と
き
、
再
生
計
画
は
で
き
て
い
ま
し

た
。
そ
の
計
画
で
は
、
利
用
客
は
毎
年
３
・

４
％
減
少
し
、
５
年
後
の
平
成
18
年
度
は

２
３
０
万
人
減
。
経
常
利
益
も
赤
字
で
、
冷

房
車
両
な
ど
の
設
備
投
資
も
21
年
以
降
に
先

送
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
、
こ
の
計
画
で
は
再
生
は
難

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
将
来
に
夢

が
な
い
。
再
生
計
画
に
は
全
社
員
が
共
有
で

き
る
夢
が
必
要
で
す
。
１
８
０
度
の
意
識
改

革
を
し
、
将
来
の
夢
を
共
有
し
て
取
り
組
む
。

そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
２
次
破
綻
し
か
ね

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
が
原
案
を
つ
く
り
、
３
カ
月

間
、
新
経
営
陣
で
議
論
を
重
ね
、「
こ
と
で
ん

１
０
０
計
画
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

８
月
８
日
の
社
長
就
任
の
と
き
に
、
再
生
計

画
と
し
て
正
式
に
発
表
し
た
の
で
す
。

「
こ
と
で
ん
１
０
０
計
画
」
の
改
革
の
前
提

は
、「
過
去
を
忘
れ
る
な
」「
変
わ
ろ
う
」「
挑
戦

し
よ
う
」
の
3
つ
で
す
。
い
ら
な
い
と
言
わ

れ
た
事
実
に
強
烈
な
反
省
を
持
つ
。
だ
か
ら
、

今
ま
で
の
や
り
方
を
大
き
く
変
え
よ
う
。
支

援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
、
行
政
、
株
主
、
そ

れ
か
ら
金
融
機
関
の
方
々
の
期
待
に
応
え
る

た
め
に
、
現
状
を
打
破
し
、
新
し
い
も
の
に

大
胆
に
挑
戦
す
る
勇
気
を
持
と
う
。
そ
し
て

未
来
に
対
す
る
、
は
っ
き
り
と
し
た
夢
と
希

望
と
自
信
を
持
と
う
―
―
こ
れ
を
全
社
員
に

訴
え
ま
し
た
。　

ま
た
、計
画
の
な
か
に「
１
０
０
万
人
運
動
」

と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
再
生
計

画
の
5
年
後
の
利
用
客
が
２
３
０
万
人
減
と

い
う
予
測
数
値
に
対
し
、
１
０
０
万
人
増
や

し
て
１
３
０
万
人
の
減
少
に
留
め
る
。
香
川

県
民
は
１
０
０
万
人
で
す
か
ら
、
1
人
に
年

１
回
余
分
に
乗
っ
て
も
ら
お
う
、
す
な
わ
ち

１
０
０
万
人
県
民
に
支
援
し
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

―
―
と
て
も
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
。

真
鍋　
「
こ
と
で
ん
１
０
０
計
画
」
に
は
、
こ

う
あ
り
た
い
と
い
う
未
来
予
想
や
計
画
、
そ

の
た
め
の
企
業
指
針
と
行
動
指
針
を
示
し
ま

し
た
が
、
大
切
な
の
は
社
員
が
実
感
を
も
っ

て
理
解
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
。
理
解
し
、

実
行
で
き
る
。
全
社
員
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ

て
努
力
す
る
―
―
こ
の
１
０
０
計
画
が
道
標

と
な
っ
て
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。

確
か
な
成
果
を
あ
げ
る

―
―
具
体
的
な
改
革
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

真
鍋　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
Ｉ
Ｔ
化

で
す
。
そ
れ
ま
で
紙
ベ
ー
ス
だ
っ
た
実
績
報

告
も
会
議
も
完
全
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
す
る

た
め
に
、
全
員
が
合
格
す
る
ま
で
パ
ソ
コ
ン
テ

ス
ト
を
行
い
、
全
部
署
に
パ
ソ
コ
ン
を
配
置

し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
化
の
そ
も
そ
も
の
目
的
は

業
務
の
合
理
化
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
、
経

営
ト
ッ
プ
か
ら
現
業
社
員
ま
で
全
員
が
情
報

を
共
有
し
、
対
応
す
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と

に
ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
Ｉ
Ｔ
化
と
並
行
し
て
各
駅
に
設
置
し

た
の
が
、ご
意
見
箱
「
イ
ル
カ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
で
す
。

お
客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
管
理
し
、
社
内
で
共
有
、
か
つ

お
客
さ
ま
に
は
全
数
公
表
、
全
数
回
答
を
徹

底
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
苦
情
対
応
シ
ス
テ
ム

と
し
て
は
日
本
一
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、事
故
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
事
故
ボ
ッ

ク
ス
」（
現
セ
ー
フ
テ
ィ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）
を
つ
く
り
、

ほ
ん
の
小
さ
な
事
故
も
欠
か
さ
ず
入
力
し
、

全
員
が
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
前
日
ま
で
の
収
入
を
翌
朝
、
全

社
員
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

―
―
サ
ー
ビ
ス
、
安
全
、
収
益
の
情
報
を
全

社
員
が
共
有
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

真
鍋　

そ
う
で
す
。
全
社
員
が
同
じ
情
報
を

共
有
し
、
ト
ッ
プ
も
社
員
も
同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
動
く
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意

識
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
駅
構
内

の
設
備
の
更
新
や
清
掃
、
路
線
ご
と
の
色
分

け
や
、
冷
房
車
両
へ
の
切
り
替
え
な
ど
、
当

初
の
再
生
計
画
に
は
な
か
っ
た
ハ
ー
ド
面
で

の
設
備
投
資
に
つ
い
て
も
、
お
客
さ
ま
の
声

を
も
と
に
積
極
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

―
―
そ
う
し
た
努
力
は
、
お
客
さ
ま
に
ど
の

よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

真
鍋　
「
こ
と
で
ん
は
い
ら
な
い
」
か
ら｢

こ

と
で
ん
を
支
援
し
よ
う｣

と
い
う
流
れ
が
、

で
き
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
四
国
運
輸
局
の
調
査
で

は
、｢

良
く
な
っ
た｣

の
評
価
が
７
割
超
、
他

の
調
査
で
も
毎
年
向
上
し
て
い
ま
す
。
乗
客

数
も
破
綻
直
前
の
４
年
間
は
年
率
４
・
５
％

の
減
少
で
し
た
が
、
再
生
後
の
４
年
間
は
１
・

７
％
減
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
で
ま
ち
と
鉄
道
を
活
性
化

―
―
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
も
再
生
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

真
鍋　

再
生
計
画
で
は
合
理
化
の
一
環
と
し

て
磁
気
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
予
定
さ

地域の信頼を取り戻し利用客も増えている。
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れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替
え
、
平
成
17
年
２
月

に
電
車
・
バ
ス
共
通
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券

「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

当
初
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
、
い
わ
ゆ
る
都
会
型

の
改
札
の
大
量
処
理
の
手
段
で
あ
り
、
地
方

で
は
費
用
面
も
含
め
導
入
は
難
し
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
先
進
地
、
香
港
に
視
察

に
行
っ
た
の
が
平
成
14
年
12
月
で
す
。
当
時

７
０
０
万
の
人
口
に
対
し
て
９
０
０
万
枚
の

オ
ク
ト
パ
ス
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
香

港
で
は
す
べ
て
の
交
通
機
関
に
利
用
で
き
、

コ
ン
ビ
ニ
の
買
い
物
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
大
都
会
だ
か
ら
こ

そ
で
、
高
松
で
は
無
理
か
と
あ
き
ら
め
か
け

て
い
た
と
き
、
郊
外
の
無
人
駅
で
簡
単
な
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
装
置
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
こ
の
方
式
な

ら
地
方
で
も
実
現
で
き
る
と
い
う
確
信
を
持

ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
ソ
フ

ト
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
お
願
い
し
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
が

決
ま
っ
た
の
で
す
。

基
本
的
な
シ
ス
テ
ム
は
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
と
同

じ
で
す
が
、
地
方
な
ら
で
は
の
工
夫
と
し
て
、

高
齢
者
カ
ー
ド
や
学
生
カ
ー
ド
な
ど
の
発
行
、

初
回
か
ら
の
割
引
や
回
数
割
引
、
電
車
・
バ

ス
乗
継
割
引
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
ま
し
た
。
使
う
こ
と
に
対
し
て
抵

抗
感
を
な
く
す
こ
と
、
割
安
感
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
で
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
地

方
独
特
の
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を

つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。

―
―
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
と
い
う
名
前
に
は
思
わ
ぬ

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

真
鍋　

よ
く
「
冗
談
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ

る
の
で
す
が
、
こ
と
で
ん
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
イ

ル
カ
は
「
こ
と
で
ん
は
い
る
か
、い
ら
な
い
か
」

と
い
う
議
論
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
も
そ
の
名
を
付
け
ま
し
た
が

「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
の
中
に
偶
然
に
も
Ｉ
Ｃ
の

二
文
字
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
導
入
以
降
、
お
客
さ
ま
の
減

少
傾
向
に
も
歯
止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。
平

成
18
年
度
は
「
こ
と
で
ん
１
０
０
計
画
」
の

成
果
を
検
証
す
る
時
期
で
し
た
が
、
利
用
客

数
は
１
０
０
万
人
増
を
上
回
り
、
１
３
０
万

人
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
再
生
５
年
目

で
よ
う
や
く
黒
字
に
な
り
、
以
降
、
黒
字
が

続
い
て
い
ま
す
。
計
画
を
達
成
で
き
た
こ
と

は
社
全
体
の
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
か
な
り
利
用

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

真
鍋　

平
成
18
年
11
月
か
ら
19
年
の
３
月

ま
で
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
使
っ
た
電
子
マ
ネ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
経
済
産
業
省
の
実
証
実
験
と
し

て
開
始
し
、
高
松
市
の
中
心
商
店
街
に
Ｉ
ｒ

ｕ
Ｃ
ａ
が
使
え
る
端
末
や
自
動
販
売
機
を
設

置
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
に
は
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
事
業
の
１
つ
と
し

て
認
定
さ
れ
、
国
と
市
の
支
援
を
得
て
、
中

心
８
町
の
商
店
街
で
端
末
を
追
加
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
使
え
る
店
舗

が
か
な
り
増
え
て
い
ま
す
。
名
勝
栗
林
公
園

や
高
松
市
美
術
館
な
ど
、
県
や
市
の
公
共
施

設
で
も
使
え
ま
す
。

―
―
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

真
鍋　

今
年
の
４
月
か
ら
、
香
川
大
学
の
職

員
証
・
学
生
証
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
高
松
市
の
職
員
証
に
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
搭
載
い
た
だ
く
準
備
を
進
め
て

お
り
、
住
民
票
な
ど
市
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

支
払
い
に
も
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
実
証
実
験
と

し
て
、
香
川
大
学
や
四
国
電
力
な
ど
が
企
画

す
る
住
民
の
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
キ
ー
と

し
て
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
活
用
し
た
「
地
域
住
民

の
健
康
管
理
実
証
実
験
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
活
用
し
て
、

駅
か
ら
ま
ち
へ
、
ま
ち
か
ら
駅
へ
、
シ
ー
ム

レ
ス
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
利
用

領
域
を
広
げ
、
将
来
的
に
は
地
域
活
性
化
の

た
め
の
「
地
域
カ
ー
ド
」
に
ま
で
高
め
て
い

き
た
い
。中
長
期
に
わ
た
る「
ま
ち
づ
く
り
」を
、

自
治
体
と
住
民
、
地
場
企
業
、
わ
れ
わ
れ
公

共
交
通
が
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
れ

が
「
ま
ち
の
活
性
化
」
と
「
公
共
交
通
の
活

性
化
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

―
―
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な

ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

真
鍋　

地
域
に
魅
力
な
く
し
て
、
人
が
交
流

す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
移
動
手
段
で
あ
る

公
共
交
通
機
関
の
活
性
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
公
共
交
通
機
関
が
な
く
な
れ
ば
、
ま

ち
が
消
え
て
し
ま
う
。
地
方
の
鉄
道
事
業
者

は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
５
年
後
10
年
後

を
見
据
え
、
車
に
勝
る
魅
力
、
車
社
会
の
次

の
ま
ち
の
在
り
よ
う
を
考
え
、
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
は
、
画
一
的
な
車
社
会

で
は
な
く
、
大
都
市
に
は
な
い
人
情
味
あ
ふ

れ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

香
川
で
は
そ
れ
が
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
都
市
に
は
で
き
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち

地
域
と
と
も
に
魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
っ
て

い
く
、
そ
れ
が
こ
と
で
ん
最
大
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
と
で
ん
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
う
み
・
ま
ち
・
さ
と

―
―
心
で
む
す
ぶ
」
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
夢
を
託
し
、
大
き
な
使
命
感
を
持
っ

て
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
き
た
い
。
夢
を

持
ち
、
夢
に
挑
戦
し
た
も
の
だ
け
が
、
夢
を

実
現
で
き
る
。「
素
晴
ら
し
い
ま
ち
」
が
で
き

た
と
き
、
こ
と
で
ん
も
「
真
の
再
生
」
が
で

き
る
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

高
松
琴
平
電
気
鉄
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役 

社
長

真
鍋 

康
彦

Yasuhiko M
A

N
A

BE

特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]



MINTETSU AUTUMN 2009 12

交通系I Cカードから

「地域カード」へ進化する
ＩｒｕＣａ

過去を決して忘れることなく、地域に愛される交通ネットワークを創造する。
地域とともに歩み、地域とともに豊かで活力あるまちを創る。

――固い決意を持って走り出したことでんの、ＩＣカード乗車券「ＩｒｕＣａ」の発展的な活用が注目を集めている。
電車・バスのＩＣカード乗車券から電子マネーサービス、学生証や職員証の発行、さらには医療分野での実証実験と、

ＩｒｕＣａの活用が大きな広がりを見せているのだ。
駅からまちへ飛び出したＩｒｕＣａは、交通カードから地域に不可欠なカードへ、大きく飛躍しようとしている。

文◉茶木　環（ジャーナリスト） 撮影◉織本知之

高松琴平電気鉄道株式会社
経営企画室部長

岡内清弘
Kiyohiro OKAUCHI

特集：交通系ICカードとまちづくり特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ][ことでん再生と地域活性化の取り組み ]
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IruCa 導入までの経緯

平成13（2001）年
1月

平成13（2001）年
12月

平成14（2002）年
４月

平成14（2002）年
８月

平成14（2002）年
12月

平成17（2005）年
2月

平成17（2005）年
7月

平成18（2006）年
11月

平成19（2007）年
7月

平成19（2007）年
12月

電子マネー導入へ
向け検討開始

ICカード先進地・
香港を視察

経営陣 ICカード
導入を決意

IruCa10万枚達成

コトデンそごう破綻

琴電・コトデンバス
民事再生申請

行政支援を要請

きめ細かな
顧客サービスが可能な
ICカード導入へ
向け検討開始

新体制発足

ことでん100計画

駅業務省力化を目的に
磁気システムを計画

再生計画

IruCa導入 国土交通省
平成16年度

鉄道軌道近代化設備
整備費補助

IruCa 電子マネー
実証実験

経済産業省
平成18年度

情報家電活用基盤
整備事業

IruCa 電子マネー
本格稼動

・端末拡大
・チャージ機設置
・ポイントシステム導入

経済産業省
平成19年度

戦略的中心市街地等
活性化支援事業
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地
方
型
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
開
発

最
初
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
誕
生
ま
で
の
経
緯
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
。

平
成
13
年
12
月
民
事
再
生
法
の
適
用
を
申

請
し
、
平
成
14
年
８
月
、
新
経
営
陣
に
よ
る

事
業
再
生
を
開
始
し
た
こ
と
で
ん
は
、
駅
業

務
の
合
理
化
の
一
環
と
し
て
、
磁
気
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
計
画
し
て
い
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
東
京
近
郊
区
間
で
Ｓ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
を
導
入
し
た
の
が
平
成
13
年
11

月
。
首
都
圏
で
磁
気
カ
ー
ド
か
ら
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
へ
、
乗
車
券
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
始
め
た
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

〝
磁
気
カ
ー
ド
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
足
飛
び
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
導
入
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
〟

思
い
切
っ
た
計
画
変
更
を
打
ち
出
し
た
経

営
陣
は
、
４
カ
月
後
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
先
進

地
・
香
港
に
飛
び
、「
オ
ク
ト
パ
ス
」
を
視
察

し
た
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は

大
都
市
の
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
、
工
夫
次
第

で
、
こ
と
で
ん
の
よ
う
な
地
方
鉄
道
で
も
導

入
で
き
る
と
確
信
す
る
。

早
速
、
Ｉ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。

サ
イ
バ
ネ
規
格
（
鉄
道
共
通
規
格
）
を
採
用

し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
協
力
と
支
援
を
得
て
Ｓ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
機
能
を
ベ
ー
ス
に
使
わ
せ
て
も

ら
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
に
、
鉄
道
・

バ
ス
の
共
通
利
用
や
乗
り
継
ぎ
割
引
、
利
用

回
数
に
応
じ
た
運
賃
割
引
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

を
載
せ
て
い
く
。
加
え
て
、
無
人
駅
な
ど
都

市
部
と
は
異
な
る
条
件
下
に
対
応
す
る
た
め
、

屋
外
に
置
け
る
ポ
ー
ル
型
の
簡
易
自
動
改
札

機
や
車
掌
が
携
帯
す
る
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の

携
帯
端
末
な
ど
機
器
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
っ
た
。

「
首
都
圏
と
地
方
と
で
は
、
利
用
環
境
が

異
な
る
。
こ
と
で
ん
は
、
都
市
型
の
シ
ス
テ
ム

を
そ
の
ま
ま
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
地
方

鉄
道
な
ら
で
は
の
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
こ
う
と
独
自
の
開
発
に
取
り
組
ん

だ
」
と
、
経
営
企
画
室
・
岡
内
清
弘
部
長
は

語
る
。

お
よ
そ
２
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成

17
年
２
月
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
誕
生
し
た
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
い
ち
ば
ん
の

特
徴
は
、
そ
れ
ま
で
の
運
賃

シ
ス
テ
ム
を
一
か
ら
見
直
し
た

〝
運
賃
割
引
〟
に
あ
る
。
学
生

や
高
齢
者
な
ど
利
用
層
ご
と
に

割
引
率
を
設
け
、
専
用
の
カ
ー

ド
を
発
行
し
て
い
る
の
だ
。

券
種
は
大
き
く
は
「
Ｉ
ｒ

ｕ
Ｃ
ａ
定
期
券
」
と
現
金
を

チ
ャ
ー
ジ
し
て
使
う
「
Ｉ
ｒ
ｕ

Ｃ
ａ
」
の
２
タ
イ
プ
に
分
か
れ
、

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
は
誰
で
も
使
え

る
「
フ
リ
ー
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
の

ほ
か
に
、
本
人
利
用
限
定
の

子
ど
も
運
賃
が
適
用
さ
れ
る

「
キ
ッ
ズ
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」、
通
学

以
外
の
乗
車
に
も
使
え
る
学
生

向
け
の
「
ス
ク
ー
ル
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
」、
満
65
歳
以
上
が
対
象
の

「
シ
ニ
ア
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」、
普
通
大
人
運
賃
の

半
額
が
適
用
さ
れ
る
身
障
者
用
の
「
グ
リ
ー

ン
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
が
あ
る
。

フ
リ
ー
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
、
ス
ク
ー
ル
Ｉ
ｒ
ｕ

Ｃ
ａ
、
シ
ニ
ア
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
初
回
利
用
か
ら
適
用
さ
れ
る
回
数
割
引

サ
ー
ビ
ス
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、電
車
が
５
％

か
ら
最
大
で
40
％
割
引
、
バ
ス
が
10
％
か
ら

最
大
で
55
％
の
割
引
と
な
る
仕
組
み
だ
。

「
初
回
利
用
か
ら
割
引
が
適
用
さ
れ
る
回

数
割
引
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
は
全
国
初
。
ま
た
、

地
方
は
高
齢
の
方
が
多
い
の
で
、
カ
ー
ド
の

残
額
が
10
円
で
も
乗
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど

使
い
や
す
さ
を
何
よ
り
も
優
先
し
た
」

シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
、
鉄
道
軌
道
近
代
化

設
備
整
備
費
補
助
な
ど
、
国
・
県
・
沿
線
市

町
村
の
行
政
支
援
を
受
け
た
。

「
公
的
な
支
援
を
最
大
限
活
か
し
、
今
後
、

将
来
に
わ
た
っ
て
お
客
さ
ま
の
満
足
度
を
高

め
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
か
っ
た
」

と
岡
内
部
長
が
語
る
よ
う
に
、
利
用
者
本
位

の
割
引
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
型
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
乗
車
券
シ
ス
テ
ム
が
誕
生
し
た
の
だ
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
も
た
ら
し
た
も
の

Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
行
っ
た
。
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

を
作
成
、
自
治
会
や
敬
老
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ

特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]
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ニ
テ
ィ
に
出
向
き
、
説
明
に
回
っ
た
。

元
来
、
鉄
道
は
〝
待
ち
〟
の
営
業
だ
。
し

か
し
、Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
手
に
し
た
こ
と
で
〝
売

る
〟
も
の
が
で
き
、
社
員
た
ち
は
自
ら
地
域

に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
か
っ
た
営
業
活
動
を
通
じ
て「
電

車
の
乗
客
は
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
」
と

思
い
込
ん
で
い
た
社
員
の
意
識
も
、
大
き
く

変
わ
っ
て
い
っ
た
。

「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
あ
る
意
味
、
社
運
を
賭

け
て
、
全
社
員
一
丸
と
な
っ
た
と
も
言
え
る
」

と
岡
内
部
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

そ
の
努
力
が
功
を
奏
し
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の

初
年
度
売
上
枚
数
は
、
約
６
万
６
０
０
０
枚

と
、
売
上
目
標
の
２
倍
を
軽
く
ク
リ
ア
し
た
。

新
体
制
発
足
時
に
策
定
し
た
「
こ
と
で
ん

１
０
０
計
画
」
は
、
平
成
18
年
度
の
需
要
予

測
の
数
値
よ
り
も
１
０
０
万
人
乗
降
客
を
増

や
す
目
標
を
掲
げ
た
計
画
だ
が
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
誕
生
後
は
目
標
数
値
を
達
成
、
そ
の
目
標

数
値
も
上
方
修
正
し
て
い
る
。

「
車
社
会
が
定
着
し
た
地
方
で
は
、
電
車

利
用
を
呼
び
か
け
て
も
、
な
か
な
か
ダ
イ
レ
ク

ト
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
ホ

ル
ダ
ー
を
増
や
し
、
こ
と
で
ん
と
つ
な
が
っ

て
い
る
お
客
さ
ま
を
増
や
す
こ
と
を
重
視
し

た
い
。
年
に
1
回
の
乗
車
が
２
回
、
３
回
と

増
え
て
い
け
ば
」
と
岡
内
部
長
は
言
う
。

現
在
、
電
車
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
利
用
率
は

約
80
％
、
１
日
あ
た
り
の
利
用
件
数
は
約

２
万
８
０
０
０
件
。
こ
れ
ま
で
の
発
売
枚
数

は
約
15
万
枚
（
平
成
21
年
７
月
現
在
）
を
数

え
る
。

全
国
的
に
は
鉄
道
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
相
互

利
用
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
四
国
で
は
民
間

３
社
が
発
行
す
る
カ
ー
ド
の
規
格
が
異
な
る

た
め
、
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
の
検
討
段
階
か
ら
、

将
来
的
な
相
互
利
用
は
視
野
に
入
っ
て
い

た
。
他
規
格
カ
ー
ド
と
は
難
し
い
と
は
思
う

が
、
Ｊ
Ｒ
四
国
と
は
共
通
化
し
た
い
と
い
う

思
い
、
夢
が
あ
る
」

行
政
の
支
援
を
得
て
電
子
マ
ネ
ー
導
入

好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

は
、
間
も
な
く
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん
だ
。

電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
だ
。

「
大
都
市
で
は
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
が
、
人
口
40
万
人

規
模
の
高
松
市
で
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
と

で
ん
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
地
域
顧
客
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
」
と
岡
内
部
長
は
説
明
す
る
。

平
成
18
年
11
月
、
経
済
産
業
省
の
情
報

家
電
活
用
基
盤
整
備
事
業
の
実
証
実
験
と
し

て
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
省
に
よ
る
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
実
証
実
験
は
初
め
て
の

こ
と
で
、商
店
街
の
店
舗
な
ど
に
電
子
マ
ネ
ー

端
末
50
台
を
設
置
、
飲
料
自
動
販
売
機
60

台
も
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
対
応
に
切
り
替
え
た
。
実

証
実
験
は
翌
年
３
月
末
に
終
了
し
た
が
、
予

想
以
上
の
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
電
子
マ

ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
そ
の
ま
ま
継
続
、
８
月
に

は
「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
中
心

市
街
地
活
性
化
事
業
」
が
経
済
産
業
省
の
平

成
19
年
度
戦
略
的
中
心
市
街
地
等
活
性
化

支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
、
本
格
稼
働
に
踏
み

切
っ
た
。

現
在
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
で
電
子
マ
ネ
ー
決
済

が
で
き
る
店
舗
は
、
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
周
辺
に
15

カ
所
、
高
松
中
央
商
店
街
周
辺
で
１
０
０
カ

所
以
上
（
集
合
施
設
内
の
各
テ
ナ
ン
ト
を
含

め
る
）、
そ
の
他
の
地
域
で
は
27
カ
所
。
店

舗
以
外
で
は
、
駐
車
場
や
こ
と
で
ん
主
要
３

駅
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
精
算
に
も
利
用
で

き
る
。

さ
ら
に
国
の
認
可
事
業
と
な
っ
た
こ
と
で
、

香
川
県
と
高
松
市
の
18
カ
所
の
公
共
施
設

で
、Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
高
松
を
代
表
す
る
日
本
庭
園
・
栗
林
公

園
や
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
市
美
術
館
の
入

場
料
、
温
浴
施
設
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
使
用

料
な
ど
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
公

共
施
設
で
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
る
の

❶瓦町、片原町、高松築港の主要 3 駅に
は IC 専用自動改札機を設置。
❷無人駅 35 駅を含む 48 駅には簡易自
動改札機が設置されている。
❸チャージや入場記録書き込みができる
携帯端末。

❶

❸

❷



ＩｒｕＣａ今後の展開［交通系カードから地域カードへ］

鉄道・バス等の交通機関 駐車場 その他交通機関

電子マネー 公共施設・観光地

社員証・学生証等に 医療機関の診察や支払いに

平成17年
2月～

電子マネー

平成18年
11月～

公共施設・観光地

平成20年
3月～

平成18年
12月～

平成20年
1月～

平成19年
12月～

香川県・
高松市

社員証・学生証等に

平成20年
11月～

医療機関の診察や支払いに

平成21年度
実証実験
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は
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
。

「
高
松
市
は
会
計
規
則
を
改
正
し
て
電
子

マ
ネ
ー
端
末
を
置
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
市
を

は
じ
め
県
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、

こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
岡
内
部
長

は
感
慨
を
示
す
。

チ
ャ
ー
ジ
機
も
、
こ
と
で
ん
の
駅
の
他
、

街
中
に
10
カ
所
設
置
さ
れ
て
お
り
、
香
川
県

庁
舎
ロ
ビ
ー
、
高
松
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
も
置

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
の
百
十
四
銀
行

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
３
店
に
チ
ャ
ー
ジ
機
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
垣
根
を
超
え
て
Ｉ
ｒ
ｕ

Ｃ
ａ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。

「
日
本
随
一
の
商
店
街
」
を
活
性
化

こ
こ
で
、
こ
と
で
ん
の
本
拠
地
と
も
言
え

る
高
松
市
に
お
け
る
「
ま
ち
」
の
現
状
に
目

を
向
け
て
み
よ
う
。
中
心
市
街
地
に
は
、
日

本
随
一
と
も
言
わ
れ
る
長
さ
の
「
中
央
商
店

街
」
が
あ
る
。
８
つ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街

が
連
結
し
、
総
延
長
は
２
・
７
キ
ロ
に
も
及

ぶ
。
こ
れ
だ
け
の
長
さ
の
、
こ
れ
だ
け
の
店

舗
が
並
ぶ
光
景
は
、
確
か
に
圧
倒
さ
れ
る
。

し
か
し
、
全
国
的
な
現
象
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
や
は
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下
り
た
店

舗
が
少
な
く
な
い
。
商
店
街
を
何
台
も
の
自

転
車
が
走
り
抜
け
て
い
く
。
買
い
物
を
楽
し

む
人
通
り
は
ま
ば
ら
だ
。

こ
う
し
た
中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
す
た
め
、
高
松
市
は
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
を
策
定
、
平
成
19
年
５
月
に

国
の
認
定
を
受
け
た
。
計
画
区
域
は
、
四
国

有
数
の
商
業
集
積
で
あ
る
中
央
商
店
街
を
中

心
に
港
（
サ
ン
ポ
ー
ト
）
周
辺
や
主
要
行
政

施
設
・
文
化
施
設
が
集
積
す
る
エ
リ
ア
を
含

む
２
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
期
間
は
平
成
23
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
、「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
高

度
化
」「
回
遊
し
た
く
な
る
中
心
市
街
地
づ
く

り
」「
定
住
人
口
の
増
加
」
を
目
指
す
。

同
計
画
は
、
中
央
商
店
街
の
北
部
に
位
置

す
る
丸
亀
町
の
再
開
発
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。
す
で
に
丸
亀
町
商
店
街
の
一
部
街
区

は
完
成
、
新
し
い
丸
亀
町
商
店
街
の
全
体
像

も
見
え
つ
つ
あ
る
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
ド
ー
ム

や
ア
ー
ケ
ー
ド
、
カ
ラ
ー
舗
装
さ
れ
た
舗
道
、

都
市
型
生
活
が
可
能
な
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が

誕
生
し
、
に
ぎ
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

市
は
、
こ
の
丸
亀
町
の
再
開
発
効
果
を
活

か
し
つ
つ
、
活
性
化
に
向
け
た
各
種
事
業
を

推
進
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
乗
効
果
で
止
ま
る
こ

と
な
く
活
性
化
が
続
く
よ
う
に
、
全
体
計
画

を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
よ
る
中
心
市
街
地
活
性
化

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
話
を
戻
そ
う
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
を
評

価
し
た
高
松
市
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
同
事
業
を
登
載
し
た
こ
と
を
受
け
、

こ
と
で
ん
は
「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
」
に
つ
い
て

公
募
申
請
し
、
前
述
の
と
お
り
、
平
成
19
年

度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
3
カ
年
、
経
済
産
業

省
の
戦
略
的
中
心
市
街
地
等
活
性
化
支
援
事

特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]
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業
に
採
択
さ
れ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
民
間
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
国
が
直
接
、
支
援
す
る
と
い

う
も
の
だ
。

こ
の
事
業
で
平
成
20
年
２
月
利
用
分
か
ら

「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
電
子
マ
ネ
ー
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
」も
開
始
し
た
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
電
子
マ
ネ
ー

を
利
用
し
た
場
合
、利
用
金
額
に
応
じ
て
「
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与
。
た
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
は
、
電
車
・
バ
ス
の
乗
車
や
買
い

物
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
心
市
街

地
と
公
共
交
通
機
関
を
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
で

結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
中

心
市
街
地
活
性
化
の
強
力
な
ツ
ー
ル
と
す
る
。

こ
と
で
ん
と
同
様
、
香
川
大
学
も
平
成
20

年
度
の
戦
略
的
中
心
市
街
地
等
活
性
化
支
援

事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
る
。「
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
支
援
型
多
世
代
交
流
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
で
、
中
央
商
店
街
の
南
部
・

常
磐
町
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
「
ミ
ッ

ド･

プ
ラ
ザ
」
を
開
設
、
商
店
街
に
若
者
を

中
心
と
し
た
多
世
代
交
流
の
場
を
生
み
出

し
、
来
街
と
回
遊
を
促
し
て
い
く
事
業
だ
。

ち
な
み
に
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
に
は
ス
ペ
ー

ス
を
共
有
す
る
形
で
、
高
松
市
が
支
援
す
る

情
報
発
信
施
設
「
ブ
リ
ー
ザ
ー
ズ 

ス
ク
エ
ア
」

が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
常
磐
町
・
瓦
町
周
辺

の
活
性
化
の
た
め
の
に
ぎ
わ
い
創
出
拠
点
で
、

同
運
営
委
員
会
に
は
こ
と
で
ん
も
名
を
連
ね

て
い
る
。

ま
ち
と
暮
ら
し
に
密
着
し
た
新
た
な
試
み

こ
と
で
ん
と
香
川
大
学
が
タ
ッ
グ
を
組
ん

だ
新
し
い
試
み
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

今
年
４
月
、
香
川
大
学
の
職
員
証
・
学

生
証
９
０
０
０
枚
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
採
用
さ

れ
、
大
学
構
内
（
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
も
含
め
る
）

の
入
退
室
の
認
証
や
授
業
の
出
席
管
理
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

を
使
っ
た
学
生
た
ち
の
デ
ー
タ
を
商
店
街
の

活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

学
生
た
ち
の
商
店
街
で
の
利
用
デ
ー
タ
を

香
川
大
が
分
析
し
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
で
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
商
店
主
向
け
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
講
義
を
行
う
他
、
社
会
人
向
け
セ
ミ

ナ
ー
、
公
開
討
論
会
も
開
く
。

医
療
関
連
事
業
も
動
い
て
い
る
。
香
川
大

学
医
学
部
が
開
発
し
た
電
子
カ
ル
テ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
か
が
わ
遠
隔
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
：
Ｋ

－

Ｍ
Ｉ
Ｘ
）
に
は
、
香
川
県

内
約
70
の
医
療
機
関
が
参
加
し
て
い
る
。
患

者
は
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
診
断
結
果
、
専
門
医

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
健
康
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
の
利
用
者
認
証
に

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
使
う「
ｅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
バ
ン
ク
」

だ
。
す
で
に
事
業
と
し
て
は
昨
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
今
年
度

中
に
実
証
実
験
と
し
て
稼
動
す
る
予
定
だ
と

い
う
。

さ
ら
に
、
今
年
度
内
に
は
高
松
市
役
所
の

職
員
証
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
採
用
さ
れ
、
同
時

に
高
松
市
役
所
で
は
、
住
民
票
な
ど
証
明
書

発
行
の
手
数
料
の
支
払
い
が
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

で
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
国
初

の
ケ
ー
ス
だ
。

乗
車
券
、
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

で
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
活
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
機
能
を
、

地
域
で
自
由
に
使
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
生

活
の
利
便
性
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
岡
内

部
長
も
抱
負
を
語
る
。

行
政
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
も

最
後
に
、
観
光
面
で
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
活
用

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
ア
ー
ト
の
島
と
し
て
世

界
的
に
も
名
高
い
直
島
の
周
遊
だ
。
来
年
度
、

瀬
戸
内
海
の
島
々
を
会
場
に
「
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。
直
島
も
そ
の
ひ

と
つ
で
、
四
国
運
輸
局
は
地
域
の
関
係
者
に

よ
る
委
員
会
を
設
置
、
1
月
23
日
よ
り
1
カ

月
間
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
使
っ
た
直
島
周
遊
観

光
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
高
松
―
直
島
間

の
フ
ェ
リ
ー
料
金
や
島
内
の
バ
ス
料
金
、
美

術
館
入
館
や
土
産
品
購
入
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を

使
え
る
よ
う
に
し
て
観
光
の
利
便
性
を
高
め

る
。
こ
の
実
験
は
今
秋
に
も
再
度
行
わ
れ
る

と
い
う
。

ま
た
、
香
川
県
の
観
光
振
興
課
が
推
進
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
香
川
ま
ち
め
ぐ
り　

て

く
て
く
さ
ぬ
き
」
と
連
携
し
、
今
夏
、
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
「
て
く
て
く
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
を
発
売
、

人
気
を
呼
ん
だ
。

「
香
川
県
は
観
光
県
。
公
共
交
通
事
業
者

と
し
て
、
行
政
の
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
連
携
し
、
香
川
の
観
光
の
魅
力
づ
く
り
に

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

な
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
」

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
誕
生

し
て
、
４
年
半
が
経
過
し
た
。
こ
の
短
い
期

間
に
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
は
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
い
、
生
活

の
利
便
性
を
高
め
る
「
地
域
に
欠
か
せ
な
い

カ
ー
ド
」へ
、成
長
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
開
発
時
に
将
来
像
と
し
て
思
い
描
い
た

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
活
用
が
、
現
時
点
で
す
で
に

ほ
と
ん
ど
実
現
で
き
て
い
る
の
は
本
当
に
幸

せ
な
こ
と
だ
と
思
う
」

事
業
再
生
の
夢
を
賭
け
て
、
導
入
が
決

ま
っ
た
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
。
事
業
再
生
の
夢
を
か

な
え
、
こ
と
で
ん
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
は
大
き
く

羽
ば
た
き
始
め
た
。〝
高
松
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
〟

〝
香
川
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
〟
へ
飛
躍
す
る
日
も

近
い
。　
　

電子マネーサービスの浸透による商店街活性化が期待されている。
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　「イルカ BOX」「セーフティ BOX」「売上管理システム」は、
経営トップから現業部門まで、すべての社員が情報を共有し
スピーディに対応しようと構築されたシステムです。
　「イルカ BOX」は、新体制発足直後に始動したサービス関
係のデータシステムです。各駅にはご意見箱を設置し（Ｅメー
ルでも受付）、お客さまからことでんに対するご質問やご意見
をいただいています。ご質問やご意見については、その内容
や事実関係の調査を必ず行ってから、お客さまに回答します。
全数公表、全数回答を徹底しており、月に２回、駅の掲示板
で発表しています。これらのお客さまのご質問・ご意見、社
内で調査した事実関係、お客さまへの回答を１件としてデー
タ入力し、共有化を図ったのがイルカ BOX で、６月末現在で
8071 件のデータを保有しています。
 
起こったことは翌朝までに全件報告

　「セーフティ BOX」は、ヒヤリハットやヒューマンエラーか
ら鉄道運転事故まで、輸送関係の全事象を管理するシステム
です。当日起こったことは翌朝までに、必ず全報告を入力しま
す。運転士や車掌など現業の者は口頭もしくはペーパーで報
告することもありますが、そのような場合は管理部門の社員が
入力します。写真や図面を添付して報告を上げるケースも多
いですね。前日に発生した事象は、翌朝の業務報告で全数を
経営トップに報告します。平成 15 年 4 月の開始後、蓄積され
たデータは６月末現在で 2360 件になっています。
　また、月に１回、安全推進委員会を開き、経営トップから現
業の第一線の全職種が参加し、セーフティ BOX のデータを基
に、要注意の案件について対策を検討します。経営トップと現
業社員とが意見交換を行い、オープンに議論して解決策を探っ

ていくわけです。また、セーフティ BOX で報告されたことや
安全推進委員会で取り上げられた件については、年 3 回、社
長が現場を視察し、設備投資計画や修繕の見直しを図ります。
さらに、社員の安全教育も社員一人あたり年６回、延べ 30 日
のプログラムを実施していますが、ヒヤリハット情報を教材と
して活用するなど、さまざまな試みを行っています。
　このセーフティ BOX の取り組みについては、今年の運輸安
全マネジメント評価で、高い評価をいただきました。

シンプルに考えスピードを持って行動

　最後に「売上管理システム」ですが、これは IruCa の導入
時に開発したシステムで、前日のお客さまのご利用状況や取り
扱い収入を計上し、翌朝８時には、駅ごとに正確な売上が分
かります。このスピードで処理できているところは、鉄道関係
ではあまりないのではと自負していますが…。
　この 3 つのシステムに共通しているのは、報告すべきこと
はすばやく包み隠さず報告し、トップから現業まで全員が同
じ情報を共有し、コミュニケーションを確保するということで
しょうか。経営トップはもちろん、社員は出勤後、これらのデー
タを欠かさずチェックします。
　今のような形が整い、スムーズに稼動するまでには多少、
時間はかかりましたが、システムの導入によって、お客さまへ
のサービス、安全など、すべて連動してのマネジメントが実現
しました。キーはやはりスピードです。以前は事故の処理や売
上を確定するのにも何日もかかり、お客さまの要望になかなか
応えることができませんでしたが、今は「100 計画」にある「シ
ンプルに考えスピードをもって行動します」を全社員が毎日、
実践しています。

全駅に設置された「イルカ BOX」と掲示板。 お客さま第一主義から設けられた
運転席のネームプレート。

社員は 3 つの情報システムを
毎日必ずチェックする。

特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]

独自システムで情報を共有
対応をスピード化
新体制発足と同時に発表された再生計画『ことでん 100 計画』により、
ことでん再生を目指し、真っ先に着手したのが「ＩＴ化の推進」だ。
ＩＴ化の目的は、情報の共有化・共通化だ。
鉄道会社の経営機軸となる「乗客サービス」「安全」「収益管理」の３つの情報を
システム化することによって、ことでんという組織は生まれ変わった。
ことでん再生を語るうえで欠かせない、この３つのシステムについて、
植田俊也部長にお話いただいた。

高松琴平電気鉄道株式会社
鉄道事業本部 運輸サービス部 部長

植田俊也
Shunya UETA
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若
者
で
に
ぎ
わ
う
〝
ま
ち
〟
に

今
年
３
月
31
日
、
高
松
市
の
中
心
商
業
地

区
南
部
に
位
置
す
る
常
磐
町
商
店
街
に
、
香

川
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト･

キ
ャ
ン
パ
ス
「
ミ
ッ

ド
・
プ
ラ
ザ
」
が
開
設
し
た
。

高
松
市
の
人
口
は
42
万
人
。
人
口
１
人
あ

た
り
の
大
型
店
の
店
舗
面
積
が
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
高
松
市
で
は
、
若
者
を
中
心
に
中

心
市
街
地
か
ら
郊
外
へ
消
費
が
流
出
し
て
い

る
。
ま
ち
に
活
気
を
取
り
戻
す
に
は
、
若
者

の
存
在
が
不
可
欠
だ
。

６
５
０
０
人
と
い
う
香
川
大
学
の
学
生
数

は
、
高
松
市
の
18
～
22
歳
人
口
の
３
割
超
を

占
め
る
。
つ
ま
り
、
学
生
た
ち
の
存
在
は
、

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
大
き
な
鍵
と

な
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
の
開
設
は
、
商
店
街
に

学
生
た
ち
を
呼
び
戻
し
、
商
店
街
に
興
味

を
持
っ
た
り
買
い
物
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
、

目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
に
と
っ
て
は
、
大
学
教
育
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
商
店
街
を
活
用
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
学
生
証
に
搭
載
さ
れ
た

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
利
用
履
歴
を
も
と
に
、
学
生

の
商
店
街
で
の
消
費
行
動
を
分
析
、
商
店
街

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
か
す
な
ど
、
生
き

た
調
査
研
究
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
独
自
の

授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
香
川
大
学
・
高
松
市
・
香
川
県
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
３
年
間
、「
広
域
行
政
に
お

け
る
拠
点
地
域
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研

究
」
事
業
を
共
同
で
行
い
、
そ
の
成
果
に
基

づ
い
て
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
（
創
造
的
複
合
機
能
体
）」
事
業
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
エ
リ
ア
内
に
創
造
的
な
拠
点
を

つ
く
り
、
地
域
経
済
と
中
心
市
街
地
を
活
性

化
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
第
一
号
と

な
る「
ブ
リ
ー
ザ
ー
ズ 

ス
ク
エ
ア（
ブ
リ
ス
ク
）」

が
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
と
併
設
し
て
7
月
5

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

高
松
市
が
支
援
し
て
運
営
さ
れ
る
ブ
リ
ス

ク
は
、
音
楽
を
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
情
報
発

信
す
る
ス
ポ
ッ
ト
。
若
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
る
が
、
若
者
が
集
う
こ
と
で
多
様
な
世
代

の
来
街
を
促
し
〝
市
民
で
に
ぎ
わ
い
、
市
民

が
交
流
す
る
商
店
街
〟
の
復
活
を
目
指
す
。

ま
だ
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
音
楽

の
情
報
発
信
だ
け
で
は
な
く
、
若
者
の
起
業

支
援
や
地
域
産
品
を
使
っ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
だ
。

地
元
住
民
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

全
国
初
の
試
み
と
し
て
注
目
を
集
め
る
民

間
主
導
型
の
市
街
地
再
開
発
事
業
も
進
ん
で

い
る
。
８
つ
の
商
店
街
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位

置
す
る
丸
亀
町
商
店
街
だ
。

全
長
４
７
０
ｍ
の
商
店
街
を
Ａ
～
Ｇ
の
7

つ
の
「
街
区
」
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、
商
店
街

の
一
部
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
街
区
を

対
象
と
し
た
再
開
発
を
段
階
的
に
行
っ
て
い

る
。「
人
が
住
み
、
人
が
集
う
ま
ち
」
を
目

指
し
て
、
街
区
ご
と
に
特
徴
を
持
た
せ
な
が

ら
、
公
園
や
飲
食
店
、
生
活
雑
貨
店
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
丸
亀
町
商
店
街

に
不
足
し
て
い
た
機
能
を
補
っ
て
い
く
計
画

だ
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
つ
い
て
も
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
個
人
認
証
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

再
開
発
は
、
地
元
住
民
が
中
心
と
な
っ
て

立
ち
上
げ
た
第
３
セ
ク
タ
ー
の
「
高
松
丸
亀

町
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
が
進
め

て
い
る
。
平
成
16
年
に
工
事
を
着
工
し
、
平

成
18
年
に
は
Ａ
街
区
が
完
成
。
こ
の
Ａ
街
区

が
吸
引
力
と
な
っ
て
、
商
店
街
に
は
に
ぎ
わ

い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
全
国
の
自
治
体
や
商

工
会
議
所
の
見
学
も
後
を
絶
た
な
い
。

大
学
と
商
店
街
の
商
学
連
携
の
取
り
組

み
、
若
者
を
商
店
街
に
呼
び
戻
す
〝
に
ぎ
わ

い
創
出
拠
点
〟
の
始
動
、
地
元
住
民
に
よ
る

商
店
街
再
開
発
、
そ
し
て
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
―
―

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
時
に
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。
目
指

す
も
の
は
同
じ
、
高
松
ら
し
い
、
に
ぎ
わ
い

と
活
力
あ
る
〝
ま
ち
〟
の
創
造
だ
。

兵庫町商店街

丸
亀
町
商
店
街

ラ
イ
オ
ン
通
り
商
店
街

南
新
町
商
店
街

南
新
町
商
店
街

中
央
通
り

美術館通り

観光通り

県
庁
前
通
り

フ
ェ
リ
ー
通
り

琴
平
線

志
度
線

長尾線

田
町
商
店
街

片原町西部商店街

常磐町商店街

片原町東部
商店街

玉藻公園

中央
公園

こ
と
で
ん
瓦
町
駅

こ
と
で
ん
瓦
町
駅

ことでん
高松築港駅
ことでん
高松築港駅

JR高松駅JR高松駅 ことでん片原町駅ことでん片原町駅

高松港

●高松市役所

●香川県民ホール

●

●
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

●
香
川
県
庁

ミッド・プラザ
ブリーザーズ スクエア

高松市美術館

REPORT II

文◉茶木　環（ジャーナリスト）撮影◉織本知之

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
と
と
も
に
、

ま
ち
を
つ
く
る

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
事
業
が
進
む
高
松
市
。

目
指
す
の
は
大
都
市
の
模
倣
で
は
な
い
、
地
方
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
だ
。

大
学
・
行
政
・
地
元
商
店
街
―
―
そ
れ
ぞ
れ
が
、時
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
特
性
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。
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「
国
立
大
学
法
人
法
に
よ
り
法
人
化
し
た

大
学
の
使
命
は
、
教
育
と
研
究
だ
け
で
は
な

い
。
社
会
貢
献
も
重
要
だ
。
地
方
の
国
立
大

学
は
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
貢
献
す
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
、
中
心
市
街
地
活

性
化
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
」
と
、

香
川
大
学
の
角
田
直
人
理
事
は
、
大
学
と
し

て
の
活
動
意
義
を
語
る
。

香
川
大
学
で
は
、
高
松
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
に
も
組
み
込
ま
れ
た
「
交
通

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
支
援
型
多
世

代
交
流
ま
ち
づ
く
り
事
業
」（
経
済
産
業
省
補

助
事
業
）
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
大
学
の

職
員
証
・
学
生
証
へ
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
搭
載
だ
。

「
学
生
証
の
Ｉ
Ｃ
化
を
検
討
し
た
と
き
、

ま
ず
候
補
に
上
が
っ
た
の
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
と
の
提
携
だ
っ
た
。
し
か
し
高
松
で

は
、
こ
と
で
ん
が
発
行
す
る
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が

ゆ
く
ゆ
く
は
地
域
カ
ー
ド
に
な
る
だ
ろ
う
と

見
ら
れ
て
い
た
。
学
生
証
に
非
接
触
型
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
あ
る
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
機
能
を
搭
載
す

れ
ば
、
大
学
が
主
導
で
き
る
地
域
活
性
化
に

か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
展
開
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
」

常
磐
町
商
店
街
に
開
設
し
た
大
学
の
サ
テ

ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス「
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
」
は
、

そ
の
活
動
拠
点
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
の

シ
ー
ズ
と
を
結
び
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
交
流
塾
、
講
義
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
実
施
す
る
。

「
商
店
街
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
れ
ば
、
学

生
た
ち
は
電
車
や
バ
ス
を
利
用
し
、
商
店
街

に
足
を
運
び
、
買
い
物
を
す
る
。
ミ
ッ
ド
・

プ
ラ
ザ
を
学
生
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

場
に
提
供
し
、
さ
ら
に
来
街
の
機
会
を
増
や

し
て
い
く
。
そ
う
し
た
仕
掛
け
に
よ
る
に
ぎ
わ

い
創
出
も
、
目
的
の
一
つ
」

最
も
大
き
な
目
的
は
研
究
だ
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
の
利
用
履
歴
か
ら
、
学
生
た
ち
が
商
店
街

を
ど
う
回
遊
し
た
か
を
分
析
し
、
商
店
街
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
。学
生
た
ち
は
、

自
ら
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
消
費
行
動
分
析
を
行

う
な
ど
、
実
践
的
な
調
査
研
究
が
で
き
る
。

昨
年
は
、
商
店
街
の
店
主
を
対
象
に
「
商

人
塾
」
を
開
催
、商
店
街
の
広
場
を
会
場
に
、

有
識
者
の
講
演
や
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

行
っ
た
。
通
り
が
か
っ
た
買
い
物
客
も
参
加

し
盛
況
だ
っ
た
と
い
う
。
今
年
は
ミ
ッ
ド
・

プ
ラ
ザ
を
会
場
に
開
催
す
る
予
定
だ
。

「
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
の
開
設
セ
レ
モ
ニ
ー
で

も
、商
店
街
の
大
き
な
期
待
を
感
じ
た
。
ミ
ッ

ド
・
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
、
商
店
街
と
い
う
地

の
利
を
活
か
し
た
多
世
代
交
流
や
研
究
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
ま
ち
の
活
性
化
に
活
か
し

て
い
く
。
活
性
化
し
た
ま
ち
を
素
材
と
す
る

新
た
な
研
究
で
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
活
性
化

を
促
す
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
つ
く
り
あ
げ
て
、

こ
の
事
業
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
」

大
学
と
し
て
は
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
を
ま

ち
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
運
営
し
て
い
く

方
針
だ
。
大
学
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、

農
学
部
の
農
場
で
収
穫
し
た
無
農
薬
野
菜
の

販
売
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表
―
―
プ
ラ
ン

は
次
々
と
出
て
く
る
。

「
大
学
は
社
会
の
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
由
な
立
場
に
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
の
期

待
に
応
え
、
香
川
大
学
が
高
松
市
や
香
川
県

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
る
よ

う
努
力
し
た
い
」

現
在
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
内
に
設
置
し
た

情
報
端
末
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
か
ざ
す
と
、
商

店
街
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
割
引
情
報
を
入
手
で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｉ
ｒ

ｕ
Ｃ
ａ
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

さ
ら
な
る
開
発
も
課
題
だ
。

「
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、
学
生

証
が
Ｉ
Ｃ
化
し
た
か
ら
で
き
た
の
で
は
な
く
、

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
カ
ー

ド
を
搭
載
し
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。
単
な
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
学
生
証

だ
っ
た
ら
、
学
内
だ
け
に
活
動
が
閉
ざ
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
」

医
学
部
が
開
発
し
た
電
子
カ
ル
テ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
も
、
ま
も
な
く
稼
動
す

る
。
大
学
な
ら
で
は
の
研
究
を
地
域
に
活
か

し
、
人
々
に
届
け
る
役
割
を
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

が
担
っ
て
い
る
。　

ミッド・プラザでのゼミ風景

特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]

大
学
な
ら
で
は
の

研
究
を
活
性
化
に

活
か
し
た
い
。

香
川
大
学

国立大学法人　香川大学　理事・副学長

角田直人
Naoto SUMIDA
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「
8
つ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
が
連
な
る
中

央
商
店
街
が
栄
え
て
い
た
頃
、最
も
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
の
が
常
磐
町
商
店
街
だ
っ
た
。
大
規

模
店
も
2
店
出
店
し
て
い
て
、
満
員
電
車
に

例
え
ら
れ
る
ほ
ど
人
通
り
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
平
成
４
年
の
大
店
法
の
改
正
で
大
型

店
が
郊
外
出
店
し
始
め
る
と
、
中
心
市
街
地

の
商
店
街
は
ど
ん
ど
ん
疲
弊
し
て
い
き
、
常

磐
町
の
大
規
模
店
も
撤
退
。
買
い
物
客
は
さ

ら
に
流
出
し
、
昨
年
の
６
月
に
は
空
き
店
舗

率
が
36
％
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

高
松
市
産
業
経
済
部
商
工
労
政
課
兼
都
市

整
備
部
ま
ち
な
か
再
生
課
の
秋
山
浩
一
主
幹

は
、
急
速
に
衰
退
し
た
常
磐
町
商
店
街
の
現

状
を
こ
う
説
明
す
る
。

「
こ
れ
ま
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど

を
結
成
し
て
、
地
域
の
人
々
や
市
が
一
緒
に

な
っ
て
、
活
性
化
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
。
い
ち
ば
ん
大
き
な
課
題

は
大
規
模
店
の
跡
地
の
再
開
発
だ
が
、
今
は

ま
ず
そ
れ
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
状
況
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
常
磐
町
商
店
街

が
活
気
づ
く
〝
に
ぎ
わ
い
創
出
〟
の
拠
点
が

ぜ
ひ
と
も
必
要
」

そ
の
拠
点
と
し
て
開
設
さ
れ
た
の
が
ブ
リ
ス

ク
だ
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
音
・
楽
・
街
」
―

―
音
楽
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
情
報
を
発
信
し
て

い
く
。
具
体
的
に
は
、
地
方
都
市
で
は
な
か

な
か
入
ら
な
い
最
新
の
音
楽
情
報
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

や
Ｃ
Ｄ
視
聴
と
い
う
形
で
提
供
す
る
ほ
か
、

文
化
・
芸
術
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
施
設

内
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
。
関
連
施
設
と
し

て
ラ
イ
ブ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
「
ブ
リ

ス
ク
・
テ
ン
チ
カ
」（
こ
と
で
ん

瓦
町
駅
地
下
広
場
）
も
設
け

た
。「

ブ
リ
ス
ク
は
、
い
わ
ば
〝
に

ぎ
わ
い
創
出
〟
の
起
爆
剤
。

音
楽
と
い
う
誰
も
が
参
加
で
き

る
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、
民
だ

け
で
も
官
だ
け
で
も
実
現
で
き

な
い
、
ま
ち
の
活
性
化
の
新
し

い
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て
い
く
」

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ず
ば
り
若
者
。
実
は
常
磐

町
商
店
街
に
は
、
若
者
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
だ
と
言
う
。

「
瓦
町
駅
は
、
こ
と
で
ん
の
電
車
と
バ
ス
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
。
付
近
に
は
複
数
の
高
校
や
大

学
が
あ
り
、
常
磐
町
商
店
街
は
若
い
人
の
通

行
量
が
非
常
に
多
い
。
今
で
も
１
日
の
通
行

量
は
８
０
０
０
人
に
上
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
で
こ
ん
な
に
人
が
通
る
場
所
は
め
ず
ら
し

い
。
た
だ
の
通
過
点
だ
っ
た
こ
の
場
所
を
、

若
者
の
ま
ち
に
変
え
て
い
く
」

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
を
つ
く
り
、
Ｐ
Ｖ
な

ど
を
独
自
に
編
成
。
52
イ
ン
チ
大
型
液
晶
ビ

ジ
ョ
ン
で
オ
ン
エ
ア
、〝
常
磐
町
に
来
た
か
ら

こ
そ
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
〟
を
提
供

し
て
い
く
。エ
リ
ア
限
定
の
ワ
ン
セ
グ
放
送
も
、

検
討
の
ひ
と
つ
に
上
が
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
音
楽
と
フ
ァ
ン
シ
ョ
ン
、

ア
ー
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
よ
り
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
文
化
活
動
を
展
開
し
て
い

く
予
定
だ
。
ま
た
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
に
併
設

す
る
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
香
川
大
学
と
の

連
携
事
業
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

「
ま
ち
に
活
力
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ワ
ー
が
不
可
欠
。
若
者
の

起
業
支
援
も
進
め
て
い
く
。
県
内
の
伝
統
工

芸
品
や
特
産
品
と
若
い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ブ
リ
ス
ク
・
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
」

ブ
リ
ス
ク
会
員
制
度
も
検
討
中
だ
。

「
香
川
大
学
の
よ
う
に
会
員
カ
ー
ド
に
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
使
っ
て
、
活
動
を
広
げ
て
い
き

た
い
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

に
Ｉ
Ｃ
の
可
能
性
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か

を
考
え
て
い
く
」

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
は
、
中

央
商
店
街
へ
の
新
規
出
店
に
対
す
る
補
助
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
常
盤
町
商
店
街
で

も
出
店
者
を
募
る
「
空
き
店
舗
ツ
ア
ー
」
な

ど
を
開
催
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

「
北
部
の
丸
亀
町
の
再
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
こ
れ
で
南
部
も
活
気
づ
け
ば
、
中
央
商

店
街
全
体
が
活
性
化
で
き
る
と
思
う
。
他
の

商
店
街
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
常
磐
町
を
盛

り
立
て
て
い
き
た
い
」

“にぎわい創出”拠点として開設された
ブリスクと香川大学のミッド・プラザ。

情
報
発
信
施
設
で

若
者
の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
す
。

高
松
市

高松市産業経済部商工労政課
兼都市整備部まちなか再生課　主幹

秋山浩一
Koichi AKIYAMA
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「
自
治
体
が
元
気
に
な
る
に
は
、
一
定
の
税

収
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
税
収

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
地
価
が
高
い

中
心
市
街
地
。
中
心
市
街
地
が
活
気
づ
か
な

い
と
、
地
域
経
済
の
活
性
化
も
成
り
立
た
な

い
」高

松
丸
亀
町
商
店
街
振
興
組
合
（
以
下
、

振
興
組
合
）の
熊
紀
三
夫
専
務
は
主
張
す
る
。

丸
亀
町
商
店
街
は
８
つ
の
商
店
街
の
な
か

で
も
最
も
大
き
く
、
そ
の
歴
史
も
開
町
か
ら

数
え
て
４
２
０
年
余
と
最
も
古
い
。

ピ
ー
ク
時
の
昭
和
45
年
、
丸
亀
町
商
店
街

に
は
１
０
０
０
人
程
の
住
人
が
暮
ら
し
て
い

た
。
し
か
し
、
平
成
に
入
る
と
、
中
心
市
街

地
は
徐
々
に
衰
退
し
、
丸
亀
町
商
店
街
の
住

民
人
口
も
、
ピ
ー
ク
時
の
８
％
に
も
満
た
な

い
75
人
に
ま
で
減
少
す
る
。

「
バ
ブ
ル
経
済
で
地
価
が
高
騰
し
、
従
来
の

商
売
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
商
店
街
か
ら

ど
ん
ど
ん
人
が
出
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

住
民
が
利
用
し
て
い
た
食
料
品
や
生
活
必
需

品
を
扱
う
店
が
な
く
な
り
、
商
店
街
の
業
種

が
偏
っ
て
い
っ
た
。
毎
日
の
買
い
物
に
出
か

け
る
商
店
街
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
時

間
と
と
も
に
、
ま
ち
が
痛
ん
で
い
っ
た
」

振
興
組
合
は
〝
１
０
０
年
後
も
商
業
の
中

心
で
あ
り
続
け
る
商
店
街
〟と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
き
、
平
成
２
年
、
丸
亀
町
再
開
発
委
員

会
を
発
足
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
、
本
事
業

の
基
礎
と
な
る
再
開
発
計
画
を
策
定
し
た
。

「
消
費
者
が
郊
外
大
型
店
を
支
持
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
郊
外
規
制
が
即
、
中
心
部
の

再
生
に
直
結
す
る
と
は
思
え
な
い
。
商
店
街

を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、行
政
頼
み
で
は
な
い
、

自
分
た
ち
で
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
覚

悟
と
努
力
が
必
要
」

平
成
11
年
に
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
高
松

丸
亀
町
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
（
以
下
、
ま

ち
づ
く
り
会
社
）
を
設
立
、
再
開
発
に
向
け

た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
た
。
権
利
が
複
雑

に
か
ら
む
土
地
問
題
は
、
所
有
と
利
用
を
分

け
る
形
で
解
決
し
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
商

店
街
全
体
を
一
括
し
て
運
営
。
業
種
の
偏
り

を
是
正
し
、
商
店
街
全
体
の
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ

ク
ス
を
行
う
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
行
政
の

支
援
を
得
る
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
自
主

財
源
で
賄
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
。

「
商
店
街
は
、
店
が
集
ま
っ
て
つ
く
ら
れ
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
た
め
に
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
ひ
と
つ
の
〝
ま
ち
〟
と
し

て
助
け
合
っ
て
き
た
伝
統
が
あ
る
。
そ
の
伝

統
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の
仕
組
み
を
組
み
立
て

直
し
〝
人
が
住
め
る
ま
ち
〟
を
取
り
戻
そ
う

と
い
う
の
が
丸
亀
町
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
地
方
の

商
店
街
は
、
住
ん
で
い
る
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
な
い
限
り
、
人
は
集
ま
っ
て
こ
な
い
。
人

が
集
ま
る
か
ら
こ
そ
、い
い
商
売
が
成
り
立
っ

て
い
く
。
ま
ち
が
活
性
化
す
る
」

再
開
発
事
業
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
居

住
環
境
を
整
備
し
、
居
住
人
口
の
増
加
を
図

る
。
丸
亀
町
商
店
街
で
快
適
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能
・
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
目
指
す
計
画
だ
。
さ
ま
ざ
ま

な
利
便
施
設
や
医
療
施
設
、
温
浴
施
設
な
ど

の
建
設
計
画
が
順
調
に
進
め
ば
、
数
年
後
に

は
、
人
々
が
暮
ら
し
や
す
い
中
心
市
街
地
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
中
心
市
街
地
に
居
住

し
た
い
と
思
う
市
民
も
増
え
る
だ
ろ
う
。

「
20
年
か
け
て
、
こ
の
ま
ち
は
衰
退
し
て
き

た
。
同
じ
時
間
を
か
け
て
復
興
し
て
い
こ
う

と
取
り
組
ん
で
い
る
。
ひ
と
つ
ず
つ
積
み
重

ね
て
、
住
民
が
幸
せ
に
生
活
で
き
る
、
時
代

に
左
右
さ
れ
な
い
潰
れ
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
上

げ
て
い
き
た
い
」

小
さ
く
て
住
み
や
す
い
ま
ち
、
お
年
寄
り

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
が
理
想
だ
。

「
Ｉ
Ｃ
化
の
効
果
と
い
う
の
は
、
普
段
の
生

活
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
便
利
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。
来
年
、
完
成
予
定
の
医
療
モ
ー
ル

で
は
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
診
察
券
と
支
払
い
に

採
用
す
る
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
Ｉ
Ｃ
を
活
用
し

て
住
民
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
丸
亀
町

の
暮
ら
し
や
す
さ
を
高
め
て
い
く
」

商
店
街
の
自
治
に
よ
る
再
開
発
事
業
が
牽

引
す
る
、
ま
ち
の
活
性
化
―
―
丸
亀
町
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

“人が住み、人が集うまち”を目指し、
再開発が進められている丸亀町商店街。

特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]

商
店
街
の
自
治
で
、

時
代
に
左
右
さ
れ
な
い

ま
ち
へ
。

丸
亀

商
店
街

高松丸亀町商店街振興組合　専務理事
（高松丸亀町まちづくり株式会社　取締役）

熊 紀三夫
Kimio KUMA
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２
０
０
９
年
７
月
15
日
、
パ
リ
市
の
公
営
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス
テ
ム
「
ヴ
ェ
リ
ブ
」
は
２
回
目

の
誕
生
日
を
迎
え
、
運
営
３
年
目
に
入
っ
た
。
市

民
・
観
光
客
か
ら
の
高
い
人
気
に
衰
え
は
な
く
、

空
き
自
転
車
を
見
つ
け
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
さ

え
め
ず
ら
し
く
な
い
利
用
率
の
高
さ
か
ら
み
て
も
、

そ
の
成
功
は
疑
い
よ
う
も
な
い
。

ヴ
ェ
リ
ブ
は
、
市
民
に
身
近
で
便
利
な
生
活
上

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

よ
り
意
欲
的
な
パ
リ
市
の
交
通
・
環
境
政
策
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
。

緑
の
党
所
属
市
会
議
員
で
08
年
ま
で
市
の
交

通
担
当
助
役
を
務
め
た
ボ
ー
パ
ン
氏
は
、
同
党
議

員
２
名
と
連
名
で
レ
ゼ
コ
ー
紙
に
寄
せ
た
論
説
で

「
公
共
交
通
強
化
と
ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
で
自
動
車
の

定
期
的
利
用
が
減
れ
ば
、
大
気
汚
染
・
温
室
効
果

ガ
ス
・
石
油
消
費
も
減
る
上
、
自
動
車
を
所
有
で

き
な
い
層
の
移
動
手
段
を
改
善
で
き
、
サ
イ
ク
リ

ス
ト
の
健
康
に
も
利
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

交
通
渋
滞
抑
制
に
加
え
温
暖
化
防
止
と
大
気

汚
染
解
消
の
た
め
、
20
年
ま
で
に
自
動
車
交
通
量

40
％
削
減
を
目
標
に
掲
げ
る
パ
リ
左
派
市
政
は
、

10
項
目
か
ら
な
る
「
パ
リ
交
通
計
画
」
を
策
定
し

て
い
る
。
そ
の
根
幹
は
、
地
下
鉄
・
バ
ス
網
の
改

善
と
運
行
ダ
イ
ヤ
強
化
、
路
面
電
車
復
活
、
水
上

バ
ス
の
試
験
的
導
入
な
ど
一
連
の
代
替
交
通
手
段

へ
の
乗
り
換
え
促
進
だ
が
、
な
か
で
も
ヴ
ェ
リ
ブ

は
そ
の
最
重
要
施
策
に
あ
た
る
。

ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
に
よ
る
実
際
的
な
効
果

脱
自
動
車
と
大
気
汚
染
解
消
に
つ
い
て
、
ヴ
ェ

リ
ブ
導
入
に
よ
る
効
果
は
ど
の
程
度
の
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。
パ
リ
市
当
局
は
現
在
ま
で
、
技
術
的

World Report
Paris
第2 回

パリのレンタサイクル
「ヴェリブ」の効果と課題

自動車利用の削減による「温暖化防止と大気汚染の改善」のため導入された、
パリ市の公営レンタサイクル・システム「ヴェリブ（Ｖｅｌｉｂ）」。

運営３年目を迎えて、この新しい交通システムは市民の間ですっかり定着したようだ。
その一方、相次ぐ盗難や破損、交通ルールの徹底、適切な配車サービスなど課題も多い。

ヴェリブ導入後の効果と今後の課題を探る。

文・写真◉芝原　隆（時事通信社パリ支局）
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な
難
し
さ
も
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
厳
密

な
調
査
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
示
唆
的
な
関
連
統
計

を
公
表
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
ず
脱
自
動
車
に
つ
い
て
だ
が
、
左
派
市
政

が
誕
生
し
た
01
年
か
ら
ヴ
ェ
リ
ブ
が
導
入
さ
れ
た

07
年
ま
で
の
間
に
、
パ
リ
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
数
は

94
％
増
加
し
（
06
年
か
ら
07
年
の
間
で
は
33
％
増

加
）、自
動
車
交
通
量
は
20
％
減
少
し
た
と
さ
れ
る
。

ヴ
ェ
リ
ブ
の
効
果
に
つ
い
て
は
調
査
対
象
期
間
の

最
後
の
半
年
に
限
ら
れ
る
上
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
増

加
や
自
動
車
減
少
に
ど
れ
く
ら
い
寄
与
し
て
い
る

の
か
は
不
明
だ
。
さ
ら
に
07
年
か
ら
08
年
ま
で
の

間
に
自
動
車
交
通
量
は
２
％
減
少
し
た
が
、
ヴ
ェ

リ
ブ
に
乗
り
換
え
た
ド
ラ
イ
バ
ー
数
の
調
査
は
な

い
。市

は
こ
れ
に
加
え
て
ヴ
ェ
リ
ブ
利
用
者
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
と
し
て
、
08
年
調
査
で

は
利
用
者
の
28
％
、
09
年
調
査
で
は
46
％
が
ヴ
ェ

リ
ブ
登
場
に
よ
り
自
分
の
自
動
車
利
用
が
減
っ
た

と
回
答
し
た
と
発
表
し
て
い
る
が
、
自
動
車
か
ら

ヴ
ェ
リ
ブ
へ
の
転
換
実
数
は
不
明
だ
。

ヴ
ェ
リ
ブ
利
用
者
に
質
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

自
動
車
を
持
っ
て
お
ら
ず
ヴ
ェ
リ
ブ
以
前
は
公
共

交
通
を
利
用
し
て
い
た
と
答
え
た
人
が
多
数
を
占

め
た
。
若
者
に
限
ら
ず
年
齢
層
は
幅
広
く
、
職
業

も
多
彩
だ
。「
夏
は
ヴ
ェ
リ
ブ
、
冬
は
車
に
な
っ

た
」（
職
人
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
さ
ん
（
29
））
と
い

う
よ
う
に
、
自
動
車
を
所
有
す
る
利
用
者
の
大
半

は
車
利
用
が
減
っ
た
と
答
え
て
い
た
が
「
渋
滞
が

嫌
で
も
と
も
と
市
内
移
動
に
車
は
使
っ
て
い
な
い
」

（
会
社
経
営
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
さ
ん
（
39
））
と
い

う
人
も
少
な
く
な
い
。

生
活
実
感
と
し
て
は
、
ヴ
ェ
リ
ブ
開
始
後
、
市

内
で
見
か
け
る
自
転
車
数
は
確
か
に
急
増
し
た
も

の
の
、
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
た
印
象
は
な
く
、

メ
ト
ロ
・
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
利
用
者
が
ヴ
ェ
リ

ブ
に
移
動
し
た
感
が
強
い
。

脱
自
動
車
へ
の
ヴ
ェ
リ
ブ
の
貢
献
の
限
界
を
指

摘
す
る
意
見
も
あ
る
。
パ
リ
市
に
よ
る
と
現
在
自

転
車
は
市
内
交
通
の
３
％
を
担
い
、
そ
の
内
３
分

の
１
は
ヴ
ェ
リ
ブ
に
よ
る
も
の
と
い
う
。

ル
モ
ン
ド
紙
の
論
説
は
、
01
年
以
来
ほ
ぼ
倍
増

し
て
も
３
％
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
自
転
車
は

い
ず
れ
に
せ
よ
「
永
遠
に
日
常
的
な
主
力
交
通
機

関
と
は
な
り
え
ず
、
ヴ
ェ
リ
ブ
は
パ
リ
市
の
交
通

問
題
を
根
本
的
に
変
え
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
、

真
に
必
要
な
の
は
専
用
路
を
有
効
活
用
す
る
た
め

の
バ
ス
の
大
幅
増
発
だ
と
説
い
て
い
る
。

大
気
汚
染
解
消
に
つ
い
て
は
、
市
の
依
頼
で
街

路
の
大
気
汚
染
度
を
調
査
し
た
公
的
大
気
汚
染
監

視
機
関
「
エ
ル
パ
リ
フ
」の
報
告
に
よ
る
と
、
パ
リ

の
大
気
汚
染
は
02
年
か
ら
07
年
の
間
に
６
％
減
少

し
た
と
い
う
が
、
汚
染
減
少
が
何
に
由
来
す
る
の

か
、
ヴ
ェ
リ
ブ
の
貢
献
度
な
ど
は
不
明
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
後
、
自
動
車
交

通
量
や
大
気
汚
染
が
減
少
し
て
い
る
の
は
事
実
に

し
て
も
、
ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
と
の
直
接
的
因
果
関
係

に
つ
い
て
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

２
年
間
に
盗
難
車
数
８
０
０
０
台

交
通
・
環
境
政
策
上
の
実
際
的
効
果
が
不
明
瞭

で
あ
る
一
方
、
市
民
の
ヴ
ェ
リ
ブ
に
対
す
る
評
価

は
全
体
と
し
て
高
い
。市
が
09
年
３
月
に
実
施
し
、

５
月
末
に
結
果
を
発
表
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、19
％
が
「
大
変
満
足
」、75
％
が
「
ま
あ
満
足
」、

計
94
％
が
満
足
を
表
明
し
て
い
る
（
08
年
調
査
で

も
同
じ
く
94
％
が
満
足
）。

利
用
総
数
の
３
分
の
２
強
は
年
間
券
利
用
に
よ

る
も
の
で
、
年
間
券
保
有
者
の
27
％
が
通
勤
通
学

の
往
復
に
毎
回
ヴ
ェ
リ
ブ
を
利
用
、
13
％
は
仕
事

の
た
め
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

メ
ト
ロ
・
バ
ス
を
補
完
す
る
端
末
交
通
手
段

と
し
て
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
利
用
者
も

28
％
お
り
、
ヴ
ェ
リ
ブ
が
定
期
的
交
通
手
段
と
し

て
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

逆
に
利
用
者
の
不
満
の
第
一
は
故
障
車
が
多
い

こ
と
で
、
54
％
が
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。
破
損・

盗
難
問
題
は
、
現
在
ヴ
ェ
リ
ブ
が
抱
え
る
最
大
の

難
問
で
、
真
っ
先
に
改
善
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

事
実
、
ヴ
ェ
リ
ブ
を
借
り
る
と
き
に
は
パ
ン
ク
の

有
無
、
チ
ェ
ー
ン
、
サ
ド
ル
高
調
節
器
、
変
速
装

置
を
あ
ら
か
じ
め
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
不
可
欠
な
く

ら
い
不
良
車
が
多
い
。
自
然
消
耗
だ
け
で
は
な
く
、

利
用
者
の
無
責
任
で
手
荒
な
扱
い
や
、
カ
ッ
タ
ー

に
よ
る
タ
イ
ヤ
切
断
、
か
ご
破
壊
な
ど
悪
意
に
よ

る
も
の
も
め
ず
ら
し
く
な
い
。
配
置
自
転
車
の
総

数
は
現
在
２
万
６
０
０
台
だ
が
、
運
営
開
始
か
ら

の
２
年
間
で
、
新
車
に
交
換
さ
れ
た
破
損
車
数
は

実
に
１
万
６
０
０
０
台
、
盗
難
車
数
は
８
０
０
０

台
に
及
ん
で
い
る
。

保
全
を
担
当
す
る
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
は
、
１
日

１
５
０
０
件
の
修
理
を
こ
な
す
た
め
に
５
０
０
人

を
雇
用
し
、
12
カ
所
の
修
理
場
を
回
転
さ
せ
て
い

る
。
セ
ー
ヌ
川
の
小
型
船
を
修
理
施
設
と
し
て
使

う
と
い
う
面
白
い
試
み
も
実
行
中
だ
。
小
型
船
を

巡
回
さ
せ
る
こ
と
で
故
障
車
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を

減
ら
し
、
交
通
渋
滞
や
排
ガ
ス
を
削
減
す
る
趣
旨

で
、「
イ
ル
ド
フ
ラ
ン
ス
環
境
大
賞
」
を
授
与
さ
れ

た
。　担

当
者
の
ジ
ョ
ワ
イ
ユ
ー
氏
は
「
４
人
の
修
理

工
が
毎
日
30
台
を
修
理
し
て
い
る
。
小
型
船
は

①セーヌ川を航行するヴェリブの自転
車修理専用船。
②現場で修理できないマシンを船内
で修理する。

（写真提供：４点ともＪＣドコー社）

③ヴェリブを配車する小型トラック。 ④ステーションで修理できる故障は
スタッフがその場で直す。

❶

❷

❸ ❹
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搭
載
重
量
が
少
な
く
、
航
行
速
度
も
パ
リ
市
の
制

限
時
速
12
キ
ロ
に
対
し
７
～
８
キ
ロ
し
か
出
し
て

い
な
い
た
め
、
エ
ン
ジ
ン
稼
働
率
は
最
大
出
力
の

10
％
に
と
ど
ま
り
環
境
に
優
し
い
」
と
説
明
す
る
。

盗
難
車
は
、
セ
ー
ヌ
川
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
街
中
に
放
置
さ

れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
の
職
員

２
人
が
毎
日
警
察
や
住
民
の
通
報
を
受
け
て
１
日

に
10
～
20
台
の
放
置
ヴ
ェ
リ
ブ
を
回
収
し
て
回
っ

て
い
る
。
盗
難
車
は
コ
ン
テ
ナ
で
組
織
的
に
ア
フ

リ
カ
に
密
輸
さ
れ
て
い
る
と
の
噂
も
あ
る
が
、
同

社
の
ヴ
ェ
リ
ブ
保
全
担
当
者
フ
ル
パ
ン
氏
は
「
噂

に
過
ぎ
ず
正
確
な
情
報
は
皆
無
」
と
否
定
す
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
で
の
目
撃
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は
対
策
と
し
て
レ
ア
ー
ル
地
区
、
モ
ン
パ
ル

ナ
ス
地
区
、
ピ
ガ
ル
広
場
周
辺
な
ど
、
特
に
盗
難・

破
損
が
多
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
配
車
を
減

ら
す
な
ど
の
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

社
会
へ
の
不
満
と
低
い
公
徳
心

誰
が
、
な
ぜ
ヴ
ェ
リ
ブ
を
壊
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
社
会
的
緊
張
を
反
映
し
て
い
る
と
の

意
見
が
あ
る
。
05
年
10
月
末
か
ら
３
週
間
、
仏
各

地
の
都
市
郊
外
で
続
発
し
た
若
者
暴
動
は
、
移
民

層
出
身
の
若
者
が
彼
ら
を
疎
外
す
る
仏
社
会
へ
の

不
満
を
爆
発
さ
せ
た
出
来
事
だ
っ
た
が
、
ヴ
ェ
リ

ブ
も
彼
ら
の
標
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
分
析
だ
。

マ
ス
コ
ミ
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
業
界
な
ど
で
働

き
、
平
均
以
上
の
収
入
が
あ
る
が
伝
統
的
高
級
住

宅
地
区
は
忌
避
し
、
左
派
支
持
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
を

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
す
る
─
─
そ
ん
な
新
型
都
市
生

活
者
が「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・ボ
ヘ
ミ
ア
ン
」
、略
し
て「
ボ

ボ
」
と
呼
ば
れ
、
パ
リ
の
社
会
的
変
貌
を
説
明
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
近
年
流
行
語
と
な
っ
て
い

る
が
、
ヴ
ェ
リ
ブ
は
こ
の
新
型
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

「
ボ
ボ
」の
象
徴
と
し
て
、若
者
た
ち
の
恨
み
を
買
っ

て
い
る
と
の
説
明
だ
。

国
立
学
術
研
究
所
で
治
安
問
題
を
研
究
す
る
社

会
学
者
ロ
シ
ェ
氏
は
「
金
持
ち
へ
の
反
発
で
ベ
ン

ツ
に
傷
を
つ
け
る
の
と
同
じ
」
と
言
い
、
交
通
問

題
を
専
門
と
す
る
社
会
学
者
マ
ル
ズ
ロ
フ
氏
は「
自

動
車
が
焼
か
れ
る
事
情
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら

れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
分
析
に
は
異
論
も
あ
り
、
公
共
財
を

尊
重
し
な
い
社
会
一
般
の
公
徳
心
の
低
さ
を
反
映

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
の
声
も
利
用
者
の
間
で

は
強
い
。
ロ
ッ
ク
に
乗
せ
た
ヴ
ェ
リ
ブ
の
曲
乗
り

を
ビ
デ
オ
に
収
め
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の
動

画
投
稿
サ
イ
ト
に
流
し
て
妙
技
を
競
い
合
う
サ
ー

ク
ル
も
存
在
す
る
。

パ
リ
市
は
09
年
５
月
末
か
ら
、
人
気
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
キ
ャ
ビ
ュ
氏
を
起
用
、「
ヴ
ェ
リ
ブ
は

自
分
を
守
れ
な
い
か
ら
壊
す
の
は
簡
単
。
ヴ
ェ
リ

ブ
は
あ
な
た
の
も
の
。
守
っ
て
あ
げ
て
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
入
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
し
て
い
る
。

揺
ら
ぐ
納
税
者
負
担
ゼ
ロ
の
運
営
シ
ス
テ
ム

破
損
・
盗
難
は
、
ヴ
ェ
リ
ブ
運
営
を
広
告
パ
ネ

ル
運
営
契
約
と
引
き
換
え
に
全
費
用
負
担
で
請

け
負
っ
て
い
る
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
の
当
初
の
見
込
み

を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
同
社
は
ヴ
ェ
リ
ブ

運
営
の
損
益
公
表
を
固
く
拒
ん
で
い
る
が
、
08
年

度
は
保
全
経
費
が
広
告
パ
ネ
ル
運
営
収
入
を
上
回

り
、
赤
字
だ
っ
た
模
様
だ
。

パ
リ
市
で
の
破
損
・
盗
難
発
生
頻
度
は
、
同
社

①マジェンタ通りの自転車専用道路（Ⓒ Marc 
Verhille/Mairie de Paris） ② 自 転 車 専 用
道 路 を 走 る（ Ⓒ Anne THOMES/Mairie 
de Paris）③ヴェリブのステーション（Ⓒ
Arnaud TERRIER/Mairie de Paris）④人気
イラストレーターのキャビュ氏を起用したパリ
市のヴェリブ破損対策ポスター⑤安全キャン
ペーン用「死角」の注意標識

❶

❷ ❸

❹

❺

❺
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が
同
内
容
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
展
開
し
て
い
る
マ

ル
セ
イ
ユ
市
や
ト
ゥ
ー
ロ
ン
市
の
例
に
比
べ
て
突

出
し
て
お
り
、
同
社
は
盗
難
の
責
任
は
自
ら
の
管

理
体
制
に
で
は
な
く
、
パ
リ
市
の
治
安
政
策
に
帰

さ
れ
る
べ
き
と
の
論
理
で
、
市
に
も
費
用
負
担
を

求
め
て
契
約
の
見
直
し
交
渉
を
重
ね
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
09
年
３
月
に
新
条
項
が
契
約
に
追
加
さ

れ
、
破
損
・
盗
難
車
が
全
配
置
車
の
４
％
を
超
え

た
場
合
は
パ
リ
市
が
１
台
当
た
り
４
０
０
ユ
ー
ロ

（
５
万
２
０
０
０
円
）（
ヴ
ェ
リ
ブ
１
台
の
保
全
費

用
を
除
い
た
原
価
は
約
１
０
０
０
ユ
ー
ロ
＝
13
万

円
）
を
負
担
し
、
20
％
を
超
え
た
場
合
は
両
者

が
再
び
交
渉
を
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ

が
適
用
さ
れ
れ
ば
、
納
税
者
に
１
５
０
万
ユ
ー
ロ

（
１
億
９
５
０
０
万
円
）
以
上
の
負
担
を
強
い
る

計
算
に
な
る
た
め
、
市
に
と
っ
て
も
破
損
・
盗
難

対
策
は
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
破
損
・
盗
難
が
減
ら
な
け
れ
ば
、
ヴ
ェ

リ
ブ
運
営
の
財
政
シ
ス
テ
ム
が
根
本
か
ら
揺
ら
ぐ

わ
け
で
、
そ
の
修
正
が
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
だ

ろ
う
。
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
は
、
パ
リ
市
の
歳
入
と
な

る
基
本
利
用
券
・
レ
ン
タ
ル
料
収
入
の
最
高
12
％

が
運
営
実
績
に
応
じ
て
同
社
に
報
奨
金
と
し
て
払

い
戻
さ
れ
る
契
約
条
項
に
つ
い
て
、
実
績
評
価
基

準
見
直
し
を
交
渉
中
と
伝
え
ら
れ
る
。

「
見
つ
か
ら
な
い
」「
返
せ
な
い
」

次
い
で
多
い
不
満
は
、
通
勤
時
間
帯
に
住
宅
地

区
で
空
き
ヴ
ェ
リ
ブ
を
見
つ
け
、
オ
フ
ィ
ス
地
区

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
空
き
固
定
棒
を
見
つ
け
る
の

が
難
し
い
と
い
う
も
の
だ
。

ヴ
ェ
リ
ブ
は
07
年
７
月
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
約

７
５
０
カ
所
、
配
置
自
転
車
１
万
６
４
８
台
で
出

発
、
当
初
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
４
５
１
カ
所
、
自

転
車
２
万
６
０
０
台
の
目
標
達
成
を
07
年
末
に
見

込
ん
で
い
た
が
、
実
際
に
は
１
年
ず
れ
込
み
、
08

年
末
に
達
成
さ
れ
た
。

実
際
、
空
き
自
転
車
、
空
き
返
却
ス
ペ
ー
ス
は

増
え
た
も
の
の
、
満
車
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
空
車

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
目
立
つ
。
配
車

の
適
正
化
と
迅
速
化
も
今
後
の
課
題
だ
。

ヴ
ェ
リ
ブ
利
用
の
ピ
ー
ク
は
朝
８
時
半
と
、
夕

方
18
～
20
時
。
朝
、
19
・
20
区
な
ど
市
内
北
東
部

の
庶
民
的
住
宅
地
区
の
ヴ
ェ
リ
ブ
は
あ
っ
と
い
う

間
に
出
払
い
、
２・７・９
区
な
ど
中
央
部
オ
フ
ィ

ス
地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
す
ぐ
に
満
杯
に
な
っ

て
し
ま
う
。
ま
た
坂
上
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
借

り
出
し
ば
か
り
で
返
却
が
少
な
い
た
め
、
標
高
60

メ
ー
ト
ル
以
上
の
坂
上
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
約
１
０
０

カ
所
に
返
却
し
た
場
合
は
、
制
限
時
間
を
15
分
無

料
で
延
長
す
る
ボ
ー
ナ
ス
制
度
が
追
加
導
入
さ
れ

た
。Ｊ

Ｃ
ド
コ
ー
社
は
パ
リ
郊
外
に
配
車
管
理
セ
ン

タ
ー
を
設
け
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
満
車
・
空
車
状

況
を
電
光
表
示
で
把
握
し
、
20
台
の
小
型
ト
ラ
ッ

ク
を
使
っ
て
夜
間
も
配
車
を
行
っ
て
い
る
。
直
近

で
は
、
ヴ
ェ
リ
ブ
62
台
を
積
め
る
配
車
用
バ
ス
２

台
も
投
入
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
空
き
自
転
車
の
数
に

つ
い
て
満
足
を
表
明
し
た
利
用
者
は
08
年
42
％
か

ら
09
年
56
％
に
増
え
、
返
却
用
空
き
固
定
棒
の
数

に
つ
い
て
は
08
年
33
％
、
09
年
42
％
が
満
足
と
答

え
て
い
る
。
配
車
状
況
に
改
善
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
い
ま
だ
問
題
が
多
い
の
が
実
情
だ
。
担
当

者
フ
ル
パ
ン
氏
は
「
目
に
つ
か
ず
利
用
率
が
低
い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
矢
印
案
内
表
示
の
設
置

な
ど
が
必
要
だ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

走
行
環
境
整
備
と
交
通
法
規
遵
守

も
う
一
つ
の
不
満
は
、
安
全
問
題
・
交
通
法
規

に
関
す
る
も
の
で
、
特
に
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
専
用

路
が
自
転
車
用
に
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
苦

情
が
多
い
。
自
転
車
専
用
路
を
設
け
る
物
理
的
・

財
政
的
・
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

専
用
路
は
渋
滞
す
る
一
般
路
を
脇
目
に
ガ
ラ
ガ
ラ

と
い
う
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
苦
肉
の
策
だ
っ
た
が
、

自
転
車
を
乱
暴
な
タ
ク
シ
ー
が
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
か

す
る
よ
う
に
追
い
抜
き
、
停
留
所
に
止
ま
る
バ
ス

が
自
転
車
を
追
い
詰
め
る
な
ど
、
危
険
な
事
態
を

招
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
な
ど
自
転
車
先
進
国
並
み

の
自
転
車
専
用
路
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
サ
イ
ク
リ
ス
ト
側
に
も
責
任
が
あ
る
。

市
内
の
自
転
車
事
故
は
、
ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
後
の
08

年
第
１
四
半
期
に
前
年
同
期
比
で
20
・
１
％
増
加

し
、現
在
（
09
年
８
月
15
日
）
ま
で
に
７
人
の
ヴ
ェ

リ
ブ
運
転
者
が
事
故
死
し
た
。
に
わ
か
サ
イ
ク
リ

ス
ト
に
は
、
赤
信
号
・
一
方
通
行
・
右
車
優
先
（
信

号
の
な
い
交
差
点
で
右
か
ら
侵
入
す
る
車
に
与
え

ら
れ
る
優
先
通
行
権
）
無
視
、
交
差
点
で
の
強
引

な
左
折
な
ど
し
た
い
放
題
の
者
も
い
る
。

交
通
法
規
違
反
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
取
り

締
ま
り
強
化
を
決
め
た
警
察
と
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の

意
識
教
育
を
重
視
す
る
パ
リ
市
と
の
間
に
、
あ
る

種
の
摩
擦
が
あ
る
。
も
と
も
と
自
ら
を
実
情
に
合

わ
な
い
交
通
法
規
や
無
謀
ド
ラ
イ
バ
ー
の
犠
牲
者

と
考
え
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
と
、
法
規
を
杓
子
定
規

に
適
用
し
よ
う
と
す
る
警
官
の
関
係
は
単
純
で
は

な
い
。
そ
の
警
察
が
、
ヴ
ェ
リ
ブ
開
始
と
同
時
に

取
り
締
ま
り
強
化
を
打
ち
出
し
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

か
ら
の
罰
金
徴
収
数
が
激
増
し
た
た
め
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
と
市
担
当
者
の
反
発
を
招
い
た
の
だ
。

商
店
経
営
の
フ
ラ
ン
ク
さ
ん
（
62
）
は
「（
歩

道
扱
い
の
）
市
庁
舎
前
広
場
を
ヴ
ェ
リ
ブ
で

ゆ
っ
く
り
横
切
っ
て
い
た
ら
、
罰
金
90
ユ
ー
ロ

（
１
万
１
７
０
０
円
）
を
有
無
を
言
わ
せ
ず
取
ら

れ
た
。
周
り
に
歩
行
者
も
い
な
か
っ
た
の
に
何
の

意
味
が
あ
る
の
だ
」
と
怒
り
を
隠
さ
な
い
。
会
社

幹
部
職
員
の
ア
ラ
ン
さ
ん
（
31
）
は
「
赤
信
号
無

視
で
つ
か
ま
っ
た
が
『
自
転
車
よ
り
よ
ほ
ど
危
険

で
汚
染
度
の
高
い
車
を
取
り
締
ま
れ
』
と
警
官
と

議
論
し
、罰
金
90
ユ
ー
ロ
を
20
ユ
ー
ロ（
２
６
０
０

円
）
に
下
げ
さ
せ
た
」。

ボ
ー
パ
ン
前
交
通
担
当
助
役
が
提
案
し
た
よ
う

に
、
赤
信
号
で
の
右
折
容
認
な
ど
法
規
適
用
を
柔

軟
化
し
た
上
で
、
や
み
く
も
に
取
り
締
ま
る
よ
り

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
納
得
を
得
ら
れ
る
形
で
法
規
尊

重
意
識
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

パ
リ
市
で
は
、
走
行
マ
ナ
ー
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
年
間
券
申
請
者
に
郵
送
す
る
ほ
か
、

ネ
ッ
ト
上
で
も
提
供
。
違
反
者
に
罰
金
切
符
の
代

わ
り
に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
渡
し
、
安
全
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
企
画
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

い
ま
だ
未
完
成
で
改
善
す
べ
き
点
も
多
い
ヴ
ェ

リ
ブ
だ
が
、
パ
リ
市
担
当
者
は
「
ヴ
ェ
リ
ブ
・
シ

ス
テ
ム
は
ま
だ
２
歳
に
過
ぎ
ず
、
運
営
は
複
雑
で

な
お
調
整
が
必
要
。
シ
ス
テ
ム
は
郊
外
へ
の
拡
張

で
さ
ら
に
複
雑
化
す
る
が
、
改
善
を
続
け
た
い
」

と
展
望
を
語
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
の
運
営

責
任
者
キ
ャ
レ
氏
も
「
信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
維
持
し
て
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
・
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
の
世
界
的
規
範
で
あ
り
続
け
た
い
」
と
、

ヴ
ェ
リ
ブ
に
懸
け
る
熱
意
を
語
っ
て
い
る
。

環
境
に
配
慮
し
た
新
し
い
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

の
完
成
形
を
目
指
し
て
、
ヴ
ェ
リ
ブ
の
成
長
は
ま

だ
続
く
。

（金額表示は１ユーロ＝ 130 円として計算）
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周
辺
住
民
の
通
勤
・
通
学
を
支
え
る
関
東
鉄
道

で
は
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
（
自
転
車
を
車

内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
）
や
、
パ
ー
ク
＆
ラ

イ
ド
シ
ス
テ
ム
（
駅
に
駐
車
場
を
設
け
、
車
か
ら
鉄

道
に
乗
り
換
え
る
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
、
利
用
者
の
利

便
性
を
考
え
た
取
り
組
み
を
実
施
。
加
え
て
、
観
光

客
に
向
け
た
無
料
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

沿
線
に
は
ど
ん
な
見
所
が
あ
る
の
か
。
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
む
べ
く
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し

て
い
る
常
総
線
水み
つ
か
い
ど
う

海
道
駅
に
向
け
て
出
発
。

地
図
を
頼
り
に
寺
社
巡
り

取
手
か
ら
10
駅
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
乗
り

換
え
が
で
き
る
守
谷
か
ら
は
3
駅
で
水
海
道
駅
に
到

着
。さ
っ
そ
く
駅
員
さ
ん
か
ら
自
転
車
を
借
り
出
し
、

観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
頼
り
に
、
ま
ず
は
徳
川
家
康

の
孫
娘
千
姫
ゆ
か
り
の
お
寺
で
あ
る
、
弘ぐ
ぎ
ょ
う
じ

経
寺
へ
。

駅
前
の
小
さ
な
商
店
街
を
走
り
抜
け
、
鬼
怒
川
を

渡
る
。
豊
か
な
緑
に
目
を
奪
わ
れ
つ
つ
気
持
ち
よ
く

自
転
車
を
こ
ぐ
う
ち
に
、
気
が
つ
け
ば
す
っ
か
り
道

に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。

あ
わ
て
て
道
を
尋
ね
よ
う
と
近
く
に
あ
っ
た
工
務

店
に
飛
び
込
む
と
、
偶
然
に
も
そ
こ
に
は
弘
経
寺
の

住
職
さ
ん
が
。

「
前
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
、
自
転
車
な
ら
こ
こ
か

ら
1
分
く
ら
い
で
す
。
ゆ
っ
く
り
お
参
り
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
丁
寧
に
道
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
無
事
到
着
。

毎
年
、
春
に
行
わ
れ
て
い
る
「
水
海
道
千
姫
ま
つ

り
」
の
際
に
は
野の
だ
て点
や
千
姫
行
列
で
賑
わ
う
と
い
う

境
内
も
、
平
日
の
こ
の
日
は
他
に
人
気
も
な
く
ひ
と

き
わ
厳
粛
な
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
。

本
堂
の
左
奥
に
あ
る
千
姫
の
遺
骨
の
一
部
が
納
め

ら
れ
た
廟
所
も
、
木
々
に
囲
ま
れ
シ
ン
と
静
ま
り

返
っ
て
い
た
。

「
ち
の
輪
」
を
く
ぐ
っ
て
知
恵
を
つ
け
る

再
び
自
転
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
約
15
分
で
、
今
度

は
迷
う
こ
と
も
な
く
安
楽
寺
（
元
三
大
師
）
に
到
着
。

観
光
ガ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
安
楽
寺
に
は
４
つ
の
門
が

あ
り
、
祈
願
内
容
に
よ
っ
て
通
る
門
が
異
な
る
ら
し

い
。
福
禄
祈
願
に
は
東
門
、
延
命
長
寿
は
南
門
、
子

孫
繁
栄
に
は
西
子
安
門
、厄
除
け
な
ら
中
門
と
な
る
。

木
々
が
連
な
る
長
い
参
道
の
風
情
に
惹
か
れ
て
、
延

命
長
寿
の
南
門
か
ら
入
っ
て
お
参
り
。

参
道
を
吹
き
抜
け
る
涼
し
い
風
に
一
息
つ
い
て
、

さ
ら
に
10
分
。
一
面
に
広
が
る
田
ん
ぼ
の
中
に
大お
お

生の

郷ご
う

天
満
宮
が
見
え
て
く
る
。

北
野
天
満
宮
、
太
宰
府
天
満
宮
と
並
ぶ
日
本
三
大

天
満
宮
の
一
つ
と
さ
れ
る
大
生
郷
天
満
宮
は
、
周
囲

を
田
ん
ぼ
と
数
件
の
住
宅
、
鎮
守
の
森
に
守
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
、
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。

穢け
が

れ
を
祓
う
神
事
、「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
が
行
わ
れ

る
の
か
、本
殿
の
前
に
は
茅
の
輪
が
置
か
れ
て
い
る
。

近
づ
い
て
説
明
を
読
む
と
、
大
生
郷
天
満
宮
の
「
ち

の
輪
」
の
「
ち
」
は
知
恵
の
「
ち
」
で
も
あ
り
、
く

ぐ
る
と
穢
れ
を
祓
う
だ
け
で
な
く
、
ま
す
ま
す
知
恵

が
つ
く
と
い
わ
れ
て
い
る
と
あ
る
。「
茅
の
輪
」
で

は
な
く
、「
ち
の
輪
」
と
あ
る
の
は
そ
う
い
う
意
味
も

込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
さ
す
が
学
問
の
神
様
を
祭

る
天
満
宮
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
説
明
に
従
っ
て
、

関東鉄道　常総線

関東鉄道【かんとうてつどう】

常総線（51.1km）と竜ヶ崎線（4.5 km）の２路

線を有する。常総線は JR 常磐線・取手駅と JR 水

戸線・下館駅を南北に結び、つくばエクスプレス

線と守谷駅で交差。竜ヶ崎線は、JR 常磐線・佐

貫駅と竜ヶ崎駅を結ぶ単線で、明治 33 年に開業

した茨城県で最古の民鉄線として知られる。

守谷

水海道

中妻

三妻
常総線

石下

下妻

大宝

大田郷

下館 水戸線

つくばエクスプレス

取手常磐線

佐貫

入地
竜ヶ崎

竜ヶ崎線

主
に
通
勤
・
通
学
に
利
用
さ
れ
て
い
る

関
東
鉄
道
だ
が
、
そ
の
沿
線
に
は

意
外
に
多
く
の
名
所
旧
跡
が
あ
る
。

点
在
す
る
観
光
地
を
自
転
車
で
巡
る
。

連
　
載文・写真　松澤美穂
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８
を
横
に
描
く
よ
う
に
輪
を
３
回
く
ぐ
る
。
こ
れ
で

私
に
も
少
し
は
知
恵
が
つ
い
た
だ
ろ
う
か
？

風
情
あ
る
旧
家
は
格
好
の
ロ
ケ
地

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
最
終
目
的
地
は
、
国
の
重
要
文

化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
「
水
海
道
風
土
博
物
館

坂
野
家
住
宅
」。
大
生
郷
天
満
宮
か
ら
は
案
内
標
識

が
随
所
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

坂
野
家
は
こ
の
地
に
土
着
し
て
５
０
０
年
。
江
戸

時
代
に
成
功
を
収
め
た
、
地
方
の
名
主
的
存
在
で

あ
っ
た
と
い
う
。
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
敷
地
の

中
に
１
０
０
坪
以
上
の
大
き
な
屋
敷
が
建
て
ら
れ
て

い
る
の
を
、
平
成
10
年
、
市
が
坂
野
氏
か
ら
譲
り
受

け
、水
海
道
風
土
博
物
館
と
し
て
一
般
に
公
開
し
た
。

道
路
沿
い
に
設
け
ら
れ
た
広
い
駐
車
場
に
自
転
車

を
停
め
、
敷
地
内
を
歩
い
て
行
く
と
、
竹
林
の
向
こ

う
に
屋
敷
を
囲
う
土
塀
と
茅
葺
の
立
派
な
門
が
見
え

て
く
る
。

門
を
く
ぐ
り
、
茅
葺
屋
根
の
ど
っ
し
り
と
し
た
日

本
家
屋
の
中
に
入
る
。
広
々
と
し
た
母
屋
に
は
、
幕

府
の
役
人
を
出
迎
え
る
た
め
の
式
台
や
、
透
か
し
彫

り
の
欄
間
や
床
の
間
を
備
え
た
３
つ
の
客
間
が
設
け

ら
れ
、
当
時
の
坂
野
家
の
隆
盛
を
し
の
ば
せ
る
。
ふ

と
納
戸
を
の
ぞ
く
と
、
坂
野
家
で
撮
影
が
行
わ
れ
た

ド
ラ
マ
や
映
画
の
写
真
パ
ネ
ル
が
ず
ら
り
。
母
屋
や

門
は
も
ち
ろ
ん
、
屋
敷
を
囲
む
雑
木
林
や
竹
林
も
、

大
河
ド
ラ
マ
な
ど
時
代
劇
の
ロ
ケ
地
と
し
て
人
気
が

あ
る
ら
し
い
。

旧
家
の
風
情
を
堪
能
し
て
、
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
駅

に
戻
ろ
う
か
。

米
ど
こ
ろ
の
お
土
産
は

駅
前
の
商
店
街
に
は
、
狭
い
範
囲
に
２
〜
３
軒
の

お
煎
餅
屋
さ
ん
が
あ
る
。
米
ど
こ
ろ
で
あ
る
水
海
道

は
、
お
煎
餅
や
日
本
酒
が
特
産
品
な
の
だ
。

お
煎
餅
の
「
天
の
屋
」
に
入
っ
て
名
物
の
「
あ
と

ひ
き
煎
餅
」
を
お
土
産
に
購
入
。
お
店
の
ご
主
人
に

よ
れ
ば
、
昔
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
煎
餅
屋
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
味
比
べ
を
し
よ
う
と
、
も
う
一
軒
、

駅
近
く
の
「
い
お
り
庵
」
で
も
お
買
い
上
げ
。
そ
う

い
え
ば
最
初
に
行
っ
た
弘
経
寺
の
近
く
に
も
、「
千
姫

煎
餅
」「
大
学
煎
餅
」と
書
か
れ
た
看
板
が
あ
っ
た
が
、

今
回
は
断
念
。
し
っ
か
り
し
た
歯
ご
た
え
の
「
天
の

屋
」、
さ
く
さ
く
軽
い
触
感
の
「
い
お
り
庵
」。
ど
ち

ら
も
お
い
し
く
、
味
比
べ
は
引
き
分
け
に
。

緑
の
中
を
走
る

駅
員
さ
ん
に
自
転
車
を
お
返
し
し
て
、
水
海
道
駅

か
ら
下
妻
駅
ま
で
の
８
駅
間
、
車
窓
の
旅
も
味
わ
っ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。

各
駅
の
周
辺
に
は
住
宅
地
が
あ
る
が
、
走
り
始
め

る
と
す
ぐ
に
田
ん
ぼ
が
広
が
る
。
常
総
線
は
水
海
道

駅
か
ら
先
が
単
線
区
間
と
な
る
た
め
、
す
れ
違
う
車

両
は
な
い
。
田
ん
ぼ
の
中
を
突
っ
切
る
よ
う
に
走
る

電
車
か
ら
は
、右
も
左
も
緑
色
の
景
色
を
楽
し
め
る
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
心
地
よ
い
疲
れ
と
、
各
駅
停
車

の
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
に
、
つ
い
う
と
う
と
と
す
る
う

ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
下
妻
に
到
着
。

自
転
車
で
も
電
車
で
も
、
一
面
の
緑
を
大
満
喫
で

き
た
一
日
だ
っ
た
。

本来なら駅から自転車で 30 分程度の弘経寺 茅葺屋根がりっぱな坂野家住宅

大生郷天満宮のちの輪延命長寿の南門につながる安楽寺の参道

弘経寺 坂野家
住宅

安楽寺の
参道

大生郷
天満宮
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文・近藤史恵
Fumie KONDOU
1969 年、大阪府生まれ。大阪芸術大学文学部文

芸学科卒。1993 年、『凍える島』で第４回鮎川

哲也賞を受賞。2006 年より、大阪芸術大学文学

部文芸学科客員准教授に就任。2008 年、『サク

リファイス』で第 10 回大藪春彦賞を受賞。作

品に『青葉の頃は終わった』『タルト・タタンの

夢』『モップの魔女は呪文を知っている』『ふた

つめの月』『寒椿ゆれる』などがある。

第
二
十
六
回

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

イラスト・岡林玲生

吉
野
行
き
の
電
車

　

二
十
年
前
、
私
が
通
っ
て
い
た
大
学
は
大
阪

府
の
南
の
端
に
あ
っ
た
。

　

奈
良
と
の
県
境
に
近
い
場
所
で
、
本
当
か
嘘

か
わ
か
ら
な
い
が
、
学
校
の
裏
山
で
迷
子
に

な
っ
た
学
生
が
、
奈
良
県
で
発
見
さ
れ
た
と
い

う
伝
説
ま
で
囁
か
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
当
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
私
が

住
ん
で
い
る
の
は
大
阪
の
中
で
も
「
北ほ

く
せ
つ摂

」
と

呼
ば
れ
る
北
の
エ
リ
ア
で
あ
る
。静
か
な
の
に
、

便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
土
地
で
、
今
も
こ
こ
か

ら
離
れ
る
つ
も
り
は
な
い
。

　

だ
が
、
大
学
か
ら
は
遠
い
。
乗
り
継
ぎ
が
う

ま
く
い
っ
て
二
時
間
、
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば

二
時
間
半
近
く
か
か
る
。
往
復
で
五
時
間
。
な

ん
の
拷
問
だ
。

　

も
う
少
し
遠
け
れ
ば
、
大
学
近
く
で
一
人
暮

ら
し
を
は
じ
め
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
や
は
り

交
通
費
を
考
慮
し
て
も
、
そ
れ
以
上
お
金
は
か

か
る
し
、
な
に
よ
り
田
ん
ぼ
し
か
な
い
大
学
の

近
く
に
住
む
の
は
、
あ
ま
り
気
が
進
ま
な
か
っ

た
。
結
局
、
思
案
の
末
、
私
は
一
日
五
時
間
近

く
電
車
に
揺
ら
れ
て
、
大
阪
府
を
縦
断
す
る
方

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

幸
い
、
一
時
限
目
の
授
業
に
出
る
に
は
ラ
ッ

シ
ュ
時
よ
り
早
め
に
家
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
た
と
え
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
差
し
掛
か
っ
て

も
、
電
車
が
混
む
の
は
我
が
家
か
ら
中
心
部
ま

で
の
せ
い
ぜ
い
三
十
分
で
あ
る
。
残
り
の
時
間

は
の
ん
び
り
座
っ
て
通
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

天
王
寺
ま
で
は
地
下
鉄
だ
が
、
そ
れ
か
ら
先

は
近
鉄
電
車
に
三
十
分
ほ
ど
揺
ら
れ
る
。
古ふ

る
い
ち市

と
い
う
駅
ま
で
吉
野
行
き
の
急
行
に
乗
り
、
そ

こ
で
乗
り
換
え
て
喜き

し志
と
い
う
駅
で
降
り
、
そ

こ
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
た
。

　

そ
の
、
吉
野
行
き
の
急
行
が
好
き
だ
っ
た
。

私
が
こ
れ
か
ら
向
か
う
の
は
学
校
と
い
う
日
常

だ
け
ど
、
少
し
気
ま
ぐ
れ
を
お
こ
し
て
乗
り
過

ご
せ
ば
、
こ
の
列
車
は
こ
の
ま
ま
、
吉
野
の
里

ま
で
私
を
運
ん
で
い
く
の
だ
と
思
う
と
、
な
ん

だ
か
楽
し
い
気
分
に
な
っ
た
。
特
に
四
月
の

中
頃
、
学
校
の
ま
わ
り
の
桜
が
そ
ろ
そ
ろ
終
わ

り
は
じ
め
た
と
き
に
は
、
こ
の
ま
ま
吉
野
ま
で

乗
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
誘
惑
に
逆
ら
う
の
は

難
し
か
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
吉
野
ま
で
行
っ
た
こ
と
も
数
回

あ
る
。
結
局
、
人
の
多
さ
に
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
し
て
桜
の
季

節
に
訪
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
、
初
夏
や

秋
口
に
訪
れ
る
吉
野
も
静
か
で
美
し
か
っ
た
。

　

住
宅
地
を
進
ん
で
い
た
小
豆
色
の
列
車
は
次

第
に
深
い
山
の
中
に
分
け
入
っ
て
い
く
。
親
し

み
の
あ
る
緑
は
、
吉
野
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
ど

こ
か
神
秘
的
で
凶
暴
さ
さ
え
感
じ
さ
せ
る
緑
に

変
化
し
て
い
く
の
だ
。
始
発
駅
の
阿
部
野
橋
と

は
気
温
か
ら
し
て
、
ま
っ
た
く
違
う
。
特
に
真

夏
は
別
世
界
の
よ
う
な
も
の
で
毎
日
の
よ
う

に
、吉
野
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
を
思
っ
た
。

　

数
年
前
か
ら
、
私
は
と
き
ど
き
そ
の
母
校
に

今
度
は
教
員
と
し
て
行
く
よ
う
に
な
り
、
同
じ

小
豆
色
の
列
車
に
乗
っ
て
い
る
。
吉
野
行
き
、

と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
く
た
び
に
、
乗
り
過

ご
し
た
い
誘
惑
に
か
ら
れ
る
の
も
同
じ
で
あ

る
。
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今
回
は
、
鉄
道
建
設
に
関
す
る
映
画
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
、
一
九
二
四
年
に
20
世

紀
フ
ォ
ッ
ク
ス
が
社
運
を
賭
け
て
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
「
ア
イ
ア
ン
・
ホ
ー
ス
」
で
あ

る
。
こ
の
映
画
は
、
当
時
若
干
二
十
九
歳
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
が
監
督
し
、
フ
ォ
ー
ド

の
名
を
世
に
広
め
た
サ
イ
レ
ン
ト
西
部
劇
の
佳
作
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
に
サ
イ
レ
ン
ト

映
画
の
傑
作
「
幌
馬
車
」
が
、
一
九
二
五
年
に
は
同
じ
く
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
「
黄
金
狂
時

代
」
が
公
開
さ
れ
る
な
ど
、「
ア
イ
ア
ン
・
ホ
ー
ス
」
が
世
に
出
た
頃
は
、
サ
イ
レ
ン
ト
映

画
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ル
ム
の
状
態
だ
け
か
ら
す
る
と
確
か
に
古
色
蒼
然
と
し
て

い
る
が
、
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の
最
盛
期
だ
け
に
、
音
が
無
い
分
映
像
に
工
夫
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
映
画
は
今
見
て
も
十
分
楽
し
め
る
。
題
名
の
「
ア
イ
ア
ン
・
ホ
ー
ス
」
は
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道
建
設
の
際
、
蒸
気
機
関
車
を
見
て
付
け
た
名
前

に
由
来
し
て
い
る
。
大
陸
横
断
鉄
道
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
決
定
に
よ
り
、
南
北
戦
争
中

の
一
八
六
三
年
か
ら
建
設
が
始
ま
り
、
東
か
ら
は
ユ
ニ
オ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
が
、
西

か
ら
は
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
が
そ
れ
ぞ
れ
建
設
を
開
始
し
、
一
八
六
九
年
五

月
に
つ
い
に
ユ
タ
準
州
（
当
時
）
で
両
社
の
建
設
し
た
線
路
が
連
結
す
る
の
で
あ
る
が
、

「アイアン・ホース」

サイレント西部劇の名作。
アメリカ大陸横断鉄道建設を描く。

1946 年東京生まれ、69 年東大経済卒、
同年運輸省入省、人事課長、運輸審議
官等を経て、2002 年 8 月国土交通審議
官を退官。現在は財団法人運輸政策研
究機構・会長を務める。フィルム･コミッ
ション（FC）への取り組みなど、映画へ深
い情熱を注ぐ。

文・羽生次郎
text by  Jiro HANYU

26鉄道と映画

THE IRON HORSE

こ
の
映
画
は
そ
の
間
の
物
語
で
あ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
建
設
を
巡
る
陰
謀
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
襲
撃
、
建
設
労
働
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
て
き
た
ユ
ニ
オ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

側
の
建
設
の
模
様
を
中
心
に
、
親
の
代
か
ら
こ
の
鉄
道
の
建
設
を
夢
見
て
き
た
青

年
と
そ
の
幼
な
じ
み
と
の
恋
愛
を
か
ら
め
展
開
す
る
。
映
画
の
導
入
部
、
横
断
鉄

道
を
夢
見
る
技
師
と
そ
の
幼
い
息
子
の
様
子
か
ら
、
鉄
道
建
設
ル
ー
ト
の
フ
ィ
ー

ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
に
旅
立
っ
た
こ
の
親
子
を
襲
う
試
練
ま
で
の
間
は
、
な
か
な
か

快
調
な
テ
ン
ポ
で
撮
ら
れ
て
お
り
、
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
は
、
若
い

と
は
い
え
流
石
に
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
後
の
展
開
で
映
し
出

さ
れ
る
広
大
で
ワ
イ
ル
ド
な
西
部
の
風
景
や
人
力
中
心
の
建
設
現
場
の
様
子
も
良

く
撮
れ
て
い
る
が
、
フ
ォ
ー
ド
の
円
熟
期
に
作
ら
れ
た
「
荒
野
の
決
闘
」
な
ど
の

よ
う
な
詩
情
豊
か
な
映
画
シ
ー
ン
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
し
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
襲

撃
と
救
出
シ
ー
ン
も
良
く
で
き
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
「
駅
馬
車
」
の
迫
力
と

は
大
分
異
な
る
。
し
か
し
、
主
人
公
の
周
辺
を
固
め
る
脇
役
た
ち
（
例
に
よ
っ
て

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
た
ち
）
は
、
こ
の
頃
か
ら
後
年
の
騎
兵
隊
シ
リ
ー
ズ
の
兵
隊
た

ち
の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
味
を
既
に
出
し
て
お
り
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
西
部
劇

の
原
型
を
見
る
よ
う
で
あ
り
、
大
変
興
味
深
い
。

こ
の
映
画
が
撮
ら
れ
た
当
時
は
、
大
陸
横
断
鉄
道
建
設
か
ら
五
十
年
程
度
し
か

経
っ
て
な
い
。
言
っ
て
見
れ
ば
現
在
の
時
点
で
東
海
道
新
幹
線
の
建
設
に
ま
つ
わ

る
映
画
を
作
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
多
分
建
設
時
を
知
る
人
間
も
ま
だ
か

な
り
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
風
景
も
当
時
を
偲
ば
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
鉄
道
建
設
に
つ
い
て
の
真
実
味
の
あ
る
映
像
を
作
る
の
に

寄
与
し
た
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
例
え
ば
、
両
社
の
線
路
が
連
結
す
る
シ
ー

ン
で
は
、
一
八
六
九
年
の
実
際
の
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
に
使
わ
れ
た
機
関
車
、
ユ
ニ
オ

ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
社
の
一
一
六
号
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
シ
フ
ッ
ク
社
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
号

が
使
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
大
陸
横
断
鉄
道
開
設
か
ら
約
一
世
紀
半
経
っ
た
今
年
、
リ
ン
カ
ー
ン

崇
拝
者
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
高
速
鉄
道
網
建
設
の
重
要
性
を
指
摘
、
十
一
路
線
延

べ
一
万
三
〇
〇
〇
キ
ロ
の
高
速
鉄
道
建
設
を
提
唱
し
、
今
年
の
予
算
で
八
十
億
ド

ル
を
計
上
し
た
。
こ
と
に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ
も
高
速
道
路
と
航
空
一
辺
倒
の
長
距

離
旅
客
輸
送
か
ら
再
び
鉄
道
を
重
視
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
に
変
え
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
辺
の
こ
と
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
映
画
を
見
る
と
一
層
興
味
が
増
す

と
思
う
。

「アイアン・ホース」
（1924 年／アメリカ：118 分／モノクロ）
IVCF-5080　価格　3,675 円（税込）
発売元：株式会社 アイ・ヴィー・シー
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初
三
郎
得
意
の
海
側
か
ら
望
む
大
胆
な

構
図
で
あ
る
。
東
京
湾
・
浦
賀
水
道
を
前

景
に
、
大
き
な
三
浦
半
島
を
配
置
し
、
中

景
に
江
ノ
島
や
東
京
を
、
さ
ら
に
遠
景
の

象
徴
で
あ
る
富
士
山
を
堂
々
と
し
た
山
姿

と
し
て
描
写
し
て
い
る
。

　
遥
か
彼
方
に
は
、
函
館
や
門
司
、
伊
豆

大
島
三
原
山
の
噴
煙
ま
で
演
出
し
て
い
る
。

各
地
の
ピ
ン
ク
の
桜
と
梅
の
満
開
状
態
の

表
現
も
、旅
心
を
誘
っ
て
く
れ
る＂
遊
び
心
＂

と
言
え
よ
う
か
。

　
半
島
部
を
詳
細
に
み
る
と
、
湘
南
沿
線

の
横
浜
︱
浦
賀
間
は
、
ほ
ぼ
一
直
線
の
路

線
手
法
だ
。
リ
ア
ス
式
海
岸
の
入
江
が
続

く
海
沿
い
に
、
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
が
連
な

る
景
色
を
表
現
。
画
面
中
央
に
名
勝
金
沢

八
景
、
そ
の
左
下
に
は
海
軍
横
須
賀
飛
行

場
や
航
空
隊
の
官
舎
を
描
写
。
南
に
続
く

地
域
は
軍
港
地
帯
で
﹁
横
須
賀
軍
港
駅
﹂

︵
現
汐し
お
い
り入
駅
︶
そ
ば
に
は
、
海
軍
工こ
う
し
ょ
う
廠
や

た
く
さ
ん
の
軍
艦
が
浮
か
び
、
鎮
守
府
、

海
軍
工
機
学
校
、
砲
術
学
校
も
⁝
。

湘
南

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第�回

湘
南
電
鉄
沿
線

名
所
図
絵



『湘南［湘南電鉄沿線名所図絵］』
（昭和５（1930）年４月１日）
湘南電気鉄道株式会社発行
日本ライン蘇江の観光社印刷
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こ
の
印
刷
折
本
刊
行
の
一
カ
月
前
に
鎮

守
府
と
東
京
湾
要
塞
司
令
部
の
検
閲
を

受
け
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
の
軍
事

施
設
が
明
白
に
描
画
し
て
あ
っ
て
も
問
題

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
翌
昭
和
六
年
の

満
州
事
変
、
十
二
年
の
日
中
戦
争
開
始
に

伴
い
、﹁
軍
機
保
護
法
﹂
が
成
立
。
一
層

検
閲
が
厳
し
く
な
り
、
要
塞
地
帯
は
偽
装

し
、
空
白
に
﹁
戦
時
改
描
﹂
さ
れ
て
い
く

運
命
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
上
陸
作
戦

に
使
わ
れ
る
各
地
の
遠
浅
の
海
水
浴
場
な

ど
も
、も
ち
ろ
ん
空
白
部
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
カ
メ
ラ
持
参
、
ス
ケ
ッ
チ

し
た
だ
け
で
憲
兵
に
つ
か
ま
っ
た
り
し
た

暗
い
時
代
が
来
よ
う
と
は
、
こ
の
図
絵
が

ま
だ
語
っ
て
い
な
い
の
が
救
い
だ
ろ
う
か
。

　
鉄
道
路
線
は
複
雑
に
拡
張
し
て
い
て
、

現
在
の
京
浜
急
行
電
鉄
︵
京
急
︶
の
前
身

は
、
明
治
三
十
一
年
二
月
十
五
日
に
設
立

し
、
翌
年
一
月
六
郷
橋
︱
大
師
間
開
業
の

大
師
電
気
鉄
道
で
あ
る
。
同
年
四
月
、
京

浜
電
気
鉄
道
に
社
名
変
更
、
翌
五
年
二
月

高
輪
︱
横
浜
間
開
業
。
同
年
四
月
湘
南
電

気
鉄
道
の
一
路
線
と
し
て
、
黄
金
町
︱
浦

賀
間
と
金
沢
八
景
︱
湘
南
逗
子
間
開
業
。

　
さ
ら
に
昭
和
六
年
に
は
、
日
ノ
出
町
ま

で
延
伸
し
た
た
め
に
、
京
浜
電
気
鉄
道
と

は
相
互
乗
り
入
れ
が
実
現
。
昭
和
十
六
年

に
は
両
鉄
道
が
合
併
し
、
現
路
線
網
の
骨

格
が
完
成
し
て
い
く
萌
芽
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
図
絵
で
あ
る
。

京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社

K
eihin E

lectric E
xpress R

ailw
ay C

o., Ltd

設
立
：
昭
和
23（
１
９
４
８
）年
６
月
１
日

本
社
：
東
京
都
港
区
高
輪
２
丁
目
20
番
20
号

京急電鉄は、都心から川崎・横浜・横
須賀を経て三浦半島に至る本線、空港
線、大師線、逗子線、久里浜線の５線
を運営。87.0㎞の営業路線を 766 両
の列車が運行、1 日約 122 万人に利用
されている。通勤・通学の足として暮
らしを支える一方で、羽田空港へのア
クセスの良さという点でも重要な役割
を担っている。京急電鉄を中核とする
グループ全体のコーポレートスローガ
ンは「あんしんを羽ばたく力に」。安
全で快適な輸送サービスを通じて、公
共交通機関としての社会的使命を遂行
し、沿線地域の発展に貢献している。

あんしんを
羽ばたく力に

京浜急行電鉄株式会社 路線図

三
崎
口

新
逗
子

三
浦
海
岸

京
急
長
沢 京急久里浜

金沢八景
金沢文庫

日ノ出町

本線

大師線

空港線

逗子線

久里浜線

黄金町

横浜

浦
賀

堀
ノ
内

京
急
川
崎

京急蒲田

泉岳寺

小
島
新
田

羽
田
空
港
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